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研究センター日誌
全体の活動報告
月　日 活　　動　　報　　告
３月31日 年報『なにわ・大阪文化遺産学研究センター　2005』刊行
３月31日 『Occasional paper№２　河内国府遺跡里帰り展』刊行
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書１　関西大学図書館所蔵上方役者絵画帖』刊行
４月12日 なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟への引越
４月22日 関西大学創立120周年記念事業　なにわ・大阪文化遺産学研究センター竣工記念特別展「インカへの
道　─アンデスの秘宝─」オープニングセレモニー
５月13日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺
産実習・展示室）
５月13日 『難波潟№３』刊行
５月22日～
６月12日　 八尾市・植田家資料のセンターへの搬出・搬入作業
６月３日 第１回学芸遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
６月24日 第１回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂の学芸」（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１
階　文化遺産実習・展示室）
７月１日 第１回祭礼遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
７月７日 第１回歴史資料遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
７月14日 大阪・堀川めぐり
７月29日 第１回生活文化遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
６月22日 長期インターンシップ実習開始
９月15日 『難波潟№４』刊行
10月８日 芦屋市立美術博物館共催シンポジウム（芦屋市立美術博物館）
10月12日 北恩加島小学校４年生校外学習へ補助員としての参加
10月14日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」（八尾市龍華コミュニティセンター）
10月25日 大阪ブランドサミット参加「大阪の四季を彩る祭礼」（大阪国際会議場10階）
10月28日 関西大学創立120周年記念行事：シンポジウム「日本のなかの大阪文化遺産」（関西大学千里山キャ
ンパスBIGホール100）、特別公演「篝の舞楽」（尚文館前芝生広場）
10月27日 『Occasional paper№３　なにわ伝統野菜VS京野菜』刊行
11月18日 第２回ワークショップ「お茶と茶釜～千里庵へのいざない～」（なにわ・大阪文化遺産学研究センター
棟１階　文化遺産実習・展示室／関西大学茶室）
11月25日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」（りそな銀行大阪本社地下講堂）
12月４日 第２回学芸遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
12月５日
　～７日 韓国文化遺産視察
12月22日 長期インターンシップ実習報告会
１月12日 第２回祭礼遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
１月13日 第２回生活文化遺産研究例会（なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階　文化遺産実習・展示室）
１月19日 第４回NOCHSレクチャーシリーズ「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」（なにわ・大阪文化遺産
学研究センター１階　文化遺産実習・展示室）
１月31日 P.D.・R.A.のための文章講座①（センター２階会議室）
１月31日 『難波潟№５』刊行
２月14日 P.D.・R.A.のための文章講座②（センター２階会議室）
３月31日 『Occasional paper№４ 近世大坂の学芸』刊行
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書２　大坂代官竹垣直道日記（一）』刊行
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書３　神社を中心とする村落生活調査報告（一）』刊行
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書４　道明寺天満宮宝物選』刊行
３月末現在
センター全体の活動一覧
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Ⅰ．ワークショップ
①第１回ワークショップ
　「天王寺舞楽の魅力」
　５月13日（土）　参加者130名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階
文化遺産実習・展示室
　第一部　ビデオ上映「四天王寺聖霊会」
　　　　　舞楽の楽器と演奏
　第二部　襲装束の解説と着付けと舞楽「萬歳楽」
　解説：小野　功龍氏（天王寺楽所雅亮会理事長）
　演者：天王寺楽所雅亮会
　センターでは、今年度初のワークショップを開催
した。当センターのワークショップは、大阪の今に
残る文化遺産を地域の人びとに体験していただき、
さらなる理解を深める機会を提供することを目的と
している。
　第一部では、小野功龍氏による解説と、それにと
もなう天王寺楽所雅亮会による舞楽の楽器が演奏さ
れた。小野先生の指揮にしたがい、静寂のなか、美
しい音色が会場内に響き渡った。第二部では、二人
の舞人による「萬歳楽」が披露され、一定の規律あ
るリズムでありながらも躍動感のある舞に、来場者
も見入っていた。
　第１回ワークショップを通じて、実際に大阪の文
化遺産にふれること、体感することの意義を学ぶこ
ことができた。
②第２回ワークショップ
　「お茶と茶釜　～千里庵へのいざない～」
　11月18日（土）　参加者41名
　於：なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階
　　　文化遺産実習・展示室
　　　関西大学茶道部茶室「千里庵」
　第一部　「茶釜のできるまで」
　講演： 角谷　征一氏（㈳日本工芸会正会員、㈳大
阪工芸協会副会長）
　第二部　お点前体験
　解説：福原　宗寿宗匠（裏千家師範）
　実演：洗心会（関西大学茶道部OB）
　第一部は、角谷征一氏が、父であり人間国宝であ
る角谷一圭氏による茶湯釜制作工程の映像をみなが
ら茶湯釜制作について解説をした。角谷氏の話から
は、ものづくりに込められた地域の人びとのこころ
が伝えられた。また、実際に貴重な茶湯釜を持参し
ていただき、来場者に鑑賞の仕方や扱い方について
も教えてもらうことができた。第二部では、関西大
学茶道部および茶道部OB（洗心会）にご協力いた
だき、来場者に千里山キャンパス内に残された茶室
「千里庵」にて、解説をまじえた実際のお点前の体
験をする機会を設けた。身近な関西大学にある文化
遺産にふれることができ、あらためて地域のなかに
埋もれている文化について考えることができた。
Ⅱ．NOCHSレクチャーシリーズ
①第３回NOCHSレクチャーシリーズ
　「近世大坂の学芸」
　６月24日（土）　参加者49名
　於：なにわ・大阪文化遺産学研究センター１階
　　　文化遺産実習・展示室
センター全体の活動報告
天王寺楽所雅亮会による演奏
「萬歳楽」公演
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　 Andrew Gerstle氏（ロンドン大学SOAS教授、国
際日本文化研究センター研究員）
　 「女形の身体を描く─三ヶ津の浮世絵肉体表現を
問う─」
　 水田　紀久氏（元関西大学教授、木村蒹葭堂顕彰
会代表）
　「同床同机─増山雪斎侯と木村蒹葭堂─」
　今回は、近世大坂における学芸遺産について、国
内外を問わず精力的な研究に取り組んでおられる
Andrew Gerstle氏と水田紀久氏に講演をいただい
た。
　Andrew Gerstle氏は、近世期大坂の流光斎如圭
の写実的な人物の描き方の流れが、四条派や月岡雪
鼎などのような上方の美人画・人物画の伝統からく
る可能性を考えた場合、江戸絵に重点がおかれる浮
世絵研究にも、人物像の流れに上方絵を入れたらお
もしろいのではないかと課題を提起した。
　水田紀久氏は、長島藩藩主・増山雪斎侯の人柄を、
雪斎侯の建てた「虫塚」や虫の採集記録『虫豸帖』
から描き出し、また、雪斎侯に「独楽園」に寄題す
る賀詞を寄せた木村蒹葭堂についても、人生におけ
る節目の出来事からその人物像を語った。
②第４回NOCHSレクチャーシリーズ
　「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」
　１月19日（金）　参加者39名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１F
文化遺産実習・展示室
　大澤　研一氏（大阪歴史博物館）
　 「地域のなかで寺院を考える─中世～近世の摂河
泉を題材に─」
　 冨坂　賢氏（独立行政法人国立博物館東京国立博
物館）
　「国指定文化財・歴史資料の現状と課題」
　今回は、地域のなかにおける歴史資料遺産につい
て、歴史資料を選定し、それを保存・活用させるこ
とを大阪の地域および国を対象範囲として調査・研
究活動をつづけている大澤研一氏と冨坂賢氏に講演
をいただいた。
　大澤研一氏は、地域社会における寺院の機能につ
いて、権力の変遷や家意識の高まりのなかで、中・
近世移行期における寺院の存在形態を描き出した。
　冨坂賢氏は、文化財としての歴史資料に対する、
文化庁の取り組みや「歴史資料」概念の拡がりのな
かで、近代の文化遺産保護の必要性に重点が置かれ
るようになった経緯を述べ、その保存・活用のため
のいくつかの課題を指摘した。
Ⅲ．地域連携企画
　地域連携企画第２弾
　「八尾安中新田植田家の文化遺産」
 （八尾市教育委員会と共催）
　10月14日（土）　参加者119名
　於：八尾市・旧植田家住宅
　　　八尾市・龍華コミュニティセンター
　第一部　現地説明会
　 森　隆男氏（関西大学教授・生活文化遺産研究プ
ロジェクト研究員）
　第二部　講演会
　李　熙連伊氏（八尾市立歴史民俗資料館学芸員）
　　「植田家に伝わった河内木綿」
　 藪田　貫氏（関西大学教授・学芸遺産研究プロジ
ェクトリーダー）
　　「植田家の人々と学芸」
　八尾市文化財課
　　「旧植田家住宅整備について」
　今年の地域連携企画は、八尾市教育委員会と共同
でおこなったものである。これまで八尾市教育委員
会と当センターが協力しておこなってきた調査の成
果を八尾市民の皆さまに報告した。
　第一部は、八尾市・旧植田家住宅における現地説
明会を開催した。森隆男氏による母屋をはじめ、旧
植田家の住居の構造や当時の生活空間としての役割
などの説明から、旧植田家住宅像を描き出し、八尾
の人びとに当時の生活を理解してもらうことができ
た。
　第二部では、まず、李熙連伊氏が、豪快なタッチ
で描かれた節句幟や風呂敷など河内木綿の織物につ
いて絵柄の話や当時の生活に実際に使用されていた
状況などをおりまぜた話をおこなった。つづく藪田
貫氏は、残されている写本の状態から植田家の人び
との教育環境や成長過程を説明した。最後に、八尾
市文化財課・岸本邦雄課長から、旧植田家住宅を資
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料館として復元整備し、地域の人びとに八尾の文化
遺産について触れる機会を提供することを話した。
Ⅳ．NOCHS文化遺産学フォーラム
　第３回NOCHS文化遺産学フォーラム
 （株式会社りそな銀行と共催）
　「まちづくりと文化遺産」
　11月25日（土）　参加者83名
　於：りそな銀行大阪本社地下講堂
　＜基調講演＞
　 神野　直彦氏（東京大学大学院経済学研究科・経
済学部教授）
　＜パネリスト＞
　 川口　良仁氏（「平野の町づくりを考える会」・全
興寺住職）
　土居　年樹氏（天神橋筋商店連合会会長）
　中村　英雄氏（徳島市「新町川を守る会」代表）
　 藤原　明氏（株式会社りそな銀行地域サポート本
部プランニングマネージャー）
　角　知子氏（新世界アーツパーク事務局チーフ）
　今回のフォーラムは、りそな銀行大阪本社と共催
であった。まず、基調講演では神野直彦氏が、地域
の発展は、「人間の信頼の絆」からもたらされると
いうこと、また、「希望と楽観主義」で現在にみる
地域社会崩壊の苦難を乗り越えようとすることによ
って途が開けてくることを述べ、地域社会における
まちづくりについて議論する場に導いた。
　つづくパネルディスカッションでは、大阪その他
地域においてまちづくりに積極的に関わっている人
たちに、それぞれ個性あふれる活動状況について映
像を用いながら紹介してもらった。地域の歴史的な
遺産や人びとが守ってきたものを、現在のまちづく
りに取り込み、住民に活用してもらう工夫をするこ
とや後世に保存する方策を考えることなど、まちづ
くりへの並々ならぬ努力と思いが伝わってきた。
Ⅴ．関西大学創立120周年記念行事
　シンポジウム「日本のなかの大阪文化遺産」
　10月28日（土）13時～16時
　於： 関西大学千里山キャンパス第２学舎BIGホー
ル100
　＜基調講演＞
　 髙橋　隆博（関西大学なにわ・大阪文化遺産学研
究センター長）
　　「なにわ・大阪の文化遺産」
　＜パネリスト＞
　森　まゆみ氏（作家・地域雑誌編集者）
　 小野　功龍氏（元相愛大学学長・天王寺楽所雅亮
会理事長）
　Andrew Gerstle氏（ロンドン大学SOAS教授）
　＜特別ゲストパネラー＞
　笑福亭仁智氏（社団法人　上方落語協会理事）
　＜総合司会＞
　 藪田　貫（関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究
センター総括プロジェクトリーダー）
　特別公演「篝の舞楽」
　10月28日（土）16時30分～18時
　於：関西大学千里山キャンパス　尚文館中庭
　演目
　　　振鉾（えんぶ）　陪臚（ばいろ）
牧村史陽氏旧蔵大阪の古写真・パネル展示に見入る来場者
まちづくりパネルディスカッション
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　　　還城楽（げんじょうらく）
　　　長慶子（ちょうげいし）
　演奏：天王寺楽所雅亮会
　解説：小野　功龍氏（雅亮会理事長）
　関西大学120周年記念行事の一環として、当セン
ターではシンポジウムを開催することとなった。ま
ず、基調講演のなかで、髙橋隆博センター長が、関
西大学に残されている先人の学問的な足跡をたどり
ながら、大阪の文化遺産についての地道な調査・研
究活動をつづけていくことが今求められていること
であると述べた。つづくパネルディスカッションで
は、藪田貫総括プロジェクトリーダーによる司会の
もとで、それぞれ東京、外国、大阪という、パネリ
ストが活躍する場から大阪の文化遺産をみたとき
に、今後の研究をする上で何に注目をすればよいの
かなどの議論がかわされた。また、特別ゲストパネラ
ーとして笑福亭仁智氏をお招きし、落語という上方
文化を通じてみえる大阪について語ってもらった。
　同日夕方より、天王寺楽所雅亮会による特別公演
「篝
かがり
の舞楽」が尚文館前芝生広場でおこなわれた。
　闇のなか、篝に火が入れられると、そこにつどっ
た約1,000人ほどの観客は、静寂のなか楽人たちの
奏でる美しい音色に導かれながら、聖域と化した舞
台上で豪快かつしなやかに舞う舞人たちに、しばし
見入っていた。
Ⅵ．シンポジウム
　（芦屋市立美術博物館との共催）
　公開シンポジウム「近世大坂画壇の特質」
　10月８日（土）　参加者48名
　於：芦屋市立美術博物館
　＜基調講演＞
　橋爪　節也氏（大阪市立近代美術館建設準備室）
　＜パネリスト＞
　 有坂　道子（京都橘大学助教授、なにわ・大阪文
化遺産学研究センター学芸遺産研究プロジェクト
研究員）
　　「文人画家たちの交流─木村蒹葭堂の周辺─」
　 北川　博子（阪急学園池田文庫、なにわ・大阪文
化遺産学研究センター学芸遺産研究プロジェクト
研究員）
　　「大坂画壇と歌舞伎」
　＜司会＞
　 明尾　圭造（芦屋市立美術博物館学芸課長、なに
わ・大阪文化遺産学研究センター歴史資料遺産研
究プロジェクト研究員）
　この企画は、芦屋市立美術博物館と共催でおこな
ったものである。当センターからは、学芸遺産研究
プロジェクト研究員の有坂道子氏と北川博子氏がパ
ネリストとして、歴史資料研究プロジェクト研究員
の明尾圭造氏が司会者として参加した。パネルディスカッション（BIGホール 100にて）
特別公演「篝の舞楽」　（尚文館前芝生広場にて） シンポジウムの様子
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Ⅶ．文化遺産視察
　「韓国慶州の文化遺産」
　12月５日（火）～７日（木）
　今年度は、韓国・慶州における新羅時代の文化遺
産を訪問した。慶州の景観や遺物保存の方法を学ぶ
とともに、今後センターにおいて大阪の文化遺産を
調査・研究するにあたって、大きく示唆を受けるも
のとなった。
　＜視察行程＞
　12月５日（火）
　　９：00　関西国際空港集合
　　11：00　金海国際空港到着
　　11：30　　　同　　　出発
　　12：20　通度寺到着
　　13：25　　　同　　　出発
　　14：15　古墳公園到着
　　15：10　　　同　　　出発
　　15：15　慶州国立博物館到着
　　17：00　　　同　　　出発
　12月６日（水）
　　９：15　宿泊所出発
　　10：00　石窟庵到着
　　10：50　　　同　　　出発
　　11：00　国立慶州文化財研究所到着
　　11：20　　　同　　　出発
　　11：30　仏国寺到着
　　12：10　　　同　　　出発
　　12：15　掛陵到着
　　12：45　　　同　　　出発
　　12：55　四天王寺址到着
　　13：20　　　同　　　出発
　　13：35
　　　～　　昼　食
　　15：10
　　15：15　武烈王陵到着
　　15：20　　　同　　　出発
　　15：35　東国大学校（発掘現場）到着
　　14：10　　　同　　　出発
　　14：20　 金　鎬詳氏（（財）慶州文化遺産調査団）
講演（於：社団法人 新羅文化院）
　　　　　「新羅（慶州）文化の現在」
　　18：30　同講演終了
　12月７日（木）
　　９：00　宿泊所出発
　　10：40　金海国際空港到着
　　13：15　関西国際空港到着
Ⅷ．その他の研究行事
①大阪・堀川めぐり
　７月14日（金）
　大阪の街並みを川から眺望し、大阪の文化につい
ての認識を深めるため、「大阪・堀川めぐり」を企
画した。湊町船着場（湊町リバープレイス）を発着
点とし、道頓堀川～木津川～堂島川～東横堀川に沿
う歴史ある大阪の景観をみつめ、近世～近代～現代
の文化遺産について考える良い機会となった。
②大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭礼」
　10月25日（水）
　於：大阪国際会議場10階
　大阪ブランドコミッティ主催の企画で、「大阪の
文化」に関する調査・研究成果を大学および企業が
中心となって紹介するものであった。当センターか
らは、藪田貫総括プロジェクトリーダーおよび祭礼
佛国寺・大雄殿前にて
東国大学校（発掘現場）にて
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遺産研究プロジェクトが中心となって大阪の祭礼に
ついて調査した結果を映像やパネルにて紹介した。
　会場後方では、大阪の寺社と関係するなにわ伝統
野菜の紹介と試食会をおこなった。
③小学校教育との連携
　大阪市立北恩加島小学校
　「なにわの伝統野菜」からの学び
　９月13日（水）勝間南瓜の調理実習視察
　天王寺蕪や勝間南瓜など、なにわの伝統野菜復活
の立役者である石橋明吉氏のご紹介により、大阪市
立北恩加島小学校（大正区）を訪ねた。
　同校では、石橋氏のご指導のもと、2006年度から
勝間南瓜の種まき・栽培・収穫体験をおこなってい
る。９月13日には、収穫した勝間南瓜の調理実習と
試食会が実施され、その模様を視察した。
　10月12日（木）
　なにわの伝統野菜をめぐる校外学習説明補助
　勝間南瓜の栽培を通じ、なにわの伝統野菜に関心
をもった児童らは、野菜の背景にある伝統を学ぶた
め、大阪市教育改革プログラムの一環として実施さ
れているレッツゴープラン事業を活用し、伝統野菜
とつながりのある寺社を見学した。当センターから
は、児童への説明補助員として４名が、校外学習に
同行した。
　児童らは、阿倍王子神社（天王寺蕪）・生根神社（勝
間南瓜）・玉造稲荷神社（玉造黒門越瓜）・法楽寺（田
辺大根）などを訪問する班に分かれ、各交通機関を
乗り継いで、それぞれの見学先にたどりついた。見
学先では、神職・住職らから説明を受け、野菜に関
する質問会もおこなわれた。
　２月15日（木）
　田辺大根の調理実習と報告会視察
　勝間南瓜に続き、４年生の児童らが、10月下旬か
ら、田辺大根と天王寺蕪を栽培した。この日は、田
辺大根の大根餅を調理し、試食会を開いた。
　午後からは「伝統野菜ファイナル」として、伝統
野菜について学習した内容を発表する会が開催され
た。
④P.D.・R.A.のための文章講座
　１月31日（水）、２月14日（水）
　講師：永井　芳和氏
　　　　（読売新聞大阪本社編集委員）
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟２階
会議室
堀川より大阪の街並みを臨む 玉造稲荷神社にて
大阪市立北恩加島小学校からの感謝状
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　センターでは、調査・研究の頻度が徐々に増加し
ており、それにともなう研究成果物への執筆作業が
増えている。そこで、文章を読み手に分かりやすく
伝えるための記述の仕方について、読売新聞大阪本
社編集委員・永井芳和氏に講演をいただいた。
Ⅸ．調査
①八尾植田家調査
　今年度は、八尾市・植田家旧蔵の書籍、古文書、
扁額、屏風類を当センターにて調査・研究をするた
めに、八尾市から寄託を受けた。
　まず、八尾市教育委員会と協力し、植田家旧蔵資
料の当センターへの搬出・搬入をおこない、さらに
燻蒸をして保存するための体制をととのえた。
　今後は、これらの資料についての調査をすすめ、
成果としてまとめていくことが課題である。
　現在は、古文書・書籍・民具の調査をすすめてい
るところである。
　 ＜植田家旧蔵資料の植田家よりセンターへの搬
出・搬入日程＞
　５月22日　植田家資料搬出準備作業
　５月24日　植田家蔵にて八尾市による資料燻蒸
　５月29日　植田家資料梱包・搬出準備作業
　５月30日　センターへの資料搬入
　６月７日～12日　センターにて資料燻蒸
②NOCHSメール配信
　昨年度にひきつづき、各プロジェクトの研究員が、
調査・研究の現況を速報的に伝えるために、月２回
の配信をおこなった。2006年度は、P.D.・R.A.のほ
かに、センター研究員や事務局、またインターンシ
ップ生などの記事も掲載し、内容を充実させること
につとめた。
Ⅹ．センター来訪者
　2006度、当センターには、調査・研究のため多く
の方が来館された。
　＜来館者＞
　８月
　Jan Sýkora（ヤン・シーコラ）氏
　（チェコ・カレル大学哲学部日本学科助教授）
　講演： 「チェコにおける日本研究の現状～カレル
大学を中心に～」
　９月
　山田　豊弘氏
　 （りそな御堂筋ビジネスソリューションプラザ・
プランニングマネージャー）
　2006年11月25日開催・NOCHS第３回文化遺産
学フォーラム「まちづくりと文化遺産」打ち合わ
せのため来館。
　10月
　Franziska Ehmcke（フランチィスカ・エームケ）氏
　（ドイツ・ケルン大学日本学科教授）
　 講演：「オーストリアで新再発見された大坂図屏
風」
　 エームケ氏の紹介された屏風は、2006年10月19日
（木）の朝日新聞朝刊１面に掲載された。
　11月
　朝賀　浩　氏
　（大阪市立美術館主任学芸員）
　小浮　恵子氏
永井先生の講義に聞き入る R.A.
植田家資料燻蒸の準備
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　（日本経済新聞社　企画事業部）
　Franziska Ehmcke（フランチィスカ・エームケ）
氏が紹介された「大坂図屏風」に関する取材にて来
館。
　伊藤　賢一氏
　（大阪市立中央高校教諭）
　大阪文化遺産学の学習に関する高大連携事業につ
いて相談のため来館。
　12月
　藤原　学氏
　（吹田市立博物館学芸員）
　当センターの韓国文化財視察のプランニング・ア
ドバイザーとして来館。
　太田　直之氏
　（國學院大学専任講師）
　後藤　匠氏
　（國學院大学職員）
　オープン・リサーチ・センター視察のため来館。
　２月
　定兼　恵子氏
　（現代画家・ジュッセルドルフ在住）
　織豊期の日本と世界をモチーフに新作のアイデア
を新発見の「大坂屏風」に求めたいとして来館。
　３月
　後藤　俊明氏
　（朝日新聞社　社会部）
　佐藤　卓史氏
　（朝日新聞社　社会部）
　４月からの朝日新聞連載記事と、９月開催の国際
会議の打ち合わせのため来館。
Ⅺ．出版物
①年報『なにわ・大阪文化遺産学研究センター2006』
　2006年度の調査・研究成果や研究例会での報告を
もとに、研究員が執筆した。
②News Letter『難波潟（なにわがた）』
　なにわ・大阪文化遺産学研究センターの調査・研
究状況を地域の人びとに速報的に伝えるため、年に
３回程度の刊行をめざしている。2006年度刊行成果
は以下のとおりである（詳細についてはセンター通
信『難波潟』目次を参照）。
　・『難波潟№３』（2006年５月13日刊行）
　・『難波潟№４』（2006年９月15日刊行）
　・『難波潟№５』（2007年１月31日刊行）
③Occasional　paper
　（オケージョナル・ペーパー）
　NOCHSレクチャーシリーズや、地域連携企画な
どの詳細な記録をまとめたものである。2006年度刊
行成果は以下のとおりである。
　・ 『Occasional　paper№３　なにわ伝統野菜VS
京野菜─復興のなにわか伝統の京か─』
　　（2006年10月27日刊行）
　・ 『Occasional paper№４　近世大坂の学芸』
　　（2007年３月31日刊行）
④なにわ・大阪文化遺産学叢書
　ある一定のテーマにそって研究員を中心としてま
とめられた資料集である。2006年度の刊行成果は以
下のとおりである。
　・ 『なにわ・大阪文化遺産学叢書２　大坂代官竹
垣直道日記（一）』（2007年３月31日刊行）
　・ 『なにわ・大阪文化遺産学叢書３　神社を中心
とする村落生活調査報告（一）』（2007年３月31
日刊行）
　・ 『なにわ・大阪文化遺産学叢書４　道明寺天満
宮宝物選』（2007年３月31日刊行）
　※2005年度刊行物
　・ 年報『なにわ・大阪文化遺産学研究センター
2005』（2006年３月31日発行）
　・『難波潟№１』（2005年８月１日刊行）
　・『難波潟№２』（2005年12月１日刊行）
　・ 『Occasional paper№１　なにわ・大阪の神社』
（2005年12月31日刊行）
　・ 『Occasional paper№２　河内国府遺跡里帰り
展』（2006年３月31日刊行）
　・ 『なにわ・大阪文化遺産学叢書１　関西大学図
書館所蔵　上方役者絵画帖』（2006年３月31日
刊行）
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研究センター日誌
各プロジェクトの活動報告
月　　日 活　　動　　内　　容
３月23日～24日 山口県萩市出張（山口県立萩美術館・吉眉大賀記念館・萩博物館調査）
４月２日 玉造稲荷神社「なにわ伝統野菜市」視察（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海／P.D.森本）
４月３日 第１回ワークショップのため天王寺楽所雅亮会理事・徳山耕一氏と打ち合わせ（P.D.森本）
５月13日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」
５月21日 関西大学教育後援会・センターの活動紹介（生活文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元／歴史資
料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D.森本）
５月22日 八尾市植田家資料搬出準備（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内田／生活文化遺産研究プロジェ
クトR.A.宮元・千葉／学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本／P.D.森本／事務局常行）
５月25日 長期インターンシップ面接（生活文化遺産研究プロジェクト研究員森隆男／P.D.森本／事務局常行）
５月29日 八尾市植田家資料搬出準備（生活文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元／学芸遺産研究プロジェ
クトR.A.松本／歴史資料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D.森本／事務局熊・常行)
６月７日～12日
八尾市植田家資料の燻蒸（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内田・内海／生活文化遺産研究プロ
ジェクトR.A.宮元・千葉／学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本／歴史資料遺産研究プロジェク
トR.A.櫻木／P.D.森本／事務局常行）
６月８日 長期インターンシップ生会議（生活文化遺産研究プロジェクト研究員森隆男／P.D.森本）
６月20日 八尾市植田家民具調査（生活文化遺産研究プロジェクト研究員森隆男・吉田晶子／生活文化遺
産研究プロジェクトR.A.宮元・千葉／P.D.森本）
６月22日 長期インターンシップ実習開始にともなう説明会（P.D.森本）
６月24日 第３回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂の学芸」
７月14日 大阪堀川めぐり
７月18日 第33回舞楽ゼミナール調査（学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本／P.D.森本）（北御堂）
７月19日 神戸女学院大学におけるJan Sýkora（ヤン・シーコラ）氏（カレル大学哲学部日本学研究科）
講演「チェコにおける文化の森：間伐か伐採か」聴講（P.D.森本）
７月20日 「大阪ブランドサミット」開催の大阪国際会議場下見（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内田／生
活文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元／P.D.森本／事務局常行）
７月31日～
　　　８月４日 八尾市・植田家古文書一斉調査（歴史資料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D.森本）
８月４日
四天王寺　篝の舞楽調査（髙橋隆博センター長／藪田貫総括プロジェクト・リーダー／生活文
化遺産研究プロジェクト研究員酒井亮介／学芸遺産研究プロジェクト研究員前田成雄／祭礼
遺産研究プロジェクトR.A.内海／学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本／歴史資料遺産研究プロ
ジェクトR.A.櫻木／P.D. 森本／事務局常行）
９月12日 「大阪ブランドサミット」のため法楽寺調査（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海／P.D.森本）
９月13日 「大阪ブランドサミット」のため生根神社調査（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海／P.D.森本）
９月21日 「大阪ブランドサミット」のための玉造稲荷神社調査（P.D.森本）
９月25日 「大阪ブランドサミット」にて展示資料拝借のため大阪天満宮文化研究所出張（祭礼遺産研究プ
ロジェクトR.A.内海／P.D.森本）
９月28日 「大阪ブランドサミット」にて展示資料拝借のため大阪天満宮文化研究所出張（P.D.森本）
10月１日～
　　　10月28日 関西大学120周年記念行事の準備
10月２日 東京出張（国立史料館にて資料調査）（P.D.森本）
10月３日
東京出張（関西大学120周年記念行事シンポジウムのパネリスト森まゆみ氏訪問、第３回
NOCHS文化遺産学フォーラム打ち合わせのため東京大学大学院経済学研究科・経済学部教授神
野直彦氏訪問）（藪田貫総括プロジェクトリーダー／P.D.森本）
10月11日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム準備のため大阪りそな銀行本社出張（P.D.森本)
10月12日 大阪市立北恩加島小学校４年生校外学習の説明補助員として参加（祭礼遺産研究プロジェクト
R.A.内田・内海／生活文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元／P.D.森本）
P.D.の活動一覧
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10月14日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」
10月17日～20日 八尾市・古文書一斉調査（歴史資料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D.森本）
10月25日 「大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭礼」」
10月27日 関西大学120周年記念行事シンポジウムのパネリスト森まゆみ氏と打合わせ（P.D.森本）
10月28日 関西大学120周年記念行事シンポジウム「日本のなかの大阪文化遺産」／特別公演「篝の舞楽」
11月９日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム準備のため大阪りそな銀行御堂筋ソリューションプラザ出
張（P.D.森本)
11月15日 「大阪ブランドサミット」資料返却のため大阪天満宮文化研究所出張（祭礼遺産研究プロジェク
トR.A.内海／P.D.森本）
11月18日 第２回ワークショップ「お茶と茶釜～千里庵へのいざない～」
11月19日 門真市・歴史文化講座（かどま　今昔）にて講演「近世大坂の食文化─茨田郡・大坂雑喉場の
婚礼事情から─」（門真市歴史民俗資料館）（P.D.森本）
11月20日 NPO法人・長堀21世紀計画の会調査（P.D.森本）
11月24日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム準備のためりそな銀行大阪本社出張（祭礼遺産研究プロ
ジェクトR.A.内海／P.D.森本）
11月25日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」
12月５日～７日 韓国文化遺産視察
12月22日 長期インターンシップ実習報告会（歴史資料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D．森本／事務局
熊・常行）
2007年１月19日 第４回NOCHSレクチャーシリーズ「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」
１月31日 文章講座①
２月14日 文章講座②
３月末現在
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Ⅰ．長期インターンシップ受入
　なにわ・大阪文化遺産学研究センターでは、今年
度はじめて長期インターンシップを受け入れた。今
年は、３名の希望があり、インターンシップ受入担
当研究員の森隆男氏、事務局の常行氏とともに面接
をおこなった。３名を受け入れることが確定して
後、６月よりセンターでの業務の説明会をおこなっ
た。また、業務カレンダーや出勤簿を作成し、勤務
状況が分かるように記録をとった。
　12月には、森隆男、事務局熊氏・常行氏および歴
史資料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木とともに、イ
ンターンシップ生が当センターの業務を通じて学ん
だことや気付いたことなどを発表する報告会に参加
した。
Ⅱ．八尾市・植田家資料搬出・搬入および調査
①八尾市からの植田家資料搬出・搬入作業
　八尾市・植田家から、センターへ資料を搬出・搬
入するにあたり、資料の清掃作業をしながら約60箱
の古文書を箱につめ、扁額・屏風・軸などを梱包す
る作業をおこなった。その際、八尾市教育委員会の
把握している資料とセンターへの受入資料の数に齟
齬がないよう確認作業も合わせておこなった。資料
をセンター４階の収蔵室に搬入した後、業者に燻蒸
をしてもらい、調査・研究できるよう環境を整え
た。
②古文書調査
　今年度は、八尾市教育委員会の協力のもと、２回
の古文書一斉調査を実施した。調査する際の備品請
求や八尾市教育委員会との間で交わされる資料発送
など、調査環境を整える業務をおこなった。今年度
の調査では、主に古文書の清掃・目録作成作業が中
心となった。
Ⅲ． 大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭
礼」準備
　今年度は、大阪ブランドコミッティ主催の大阪ブ
ランドサミットに当センターからも参加することと
なった。まず、会場となる大阪国際会議場へ下見に
出かけ、展示スペースや机・椅子の配置・ミキシン
グ状況などを確認した。
　つづいて、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海と
ともに展示の内容を調査するため、大阪市・法楽
寺、生根神社、玉造稲荷神社に伺い、住職や宮司の
話を聞きながら、寺社となにわ伝統野菜の関係を調
査した。さらに、展示資料や映像資料等を拝借する
ため、大阪天満宮文化研究所に調査に出かけ、大阪
ブランドサミット終了後、資料返却をおこなった。
Ⅳ． 関西大学120周年記念行事「シンポジウム」準
備
　今年度は、関西大学が創立120周年を迎えた。当
センターでは、「シンポジウム　日本のなかの大阪
文化遺産」および天王寺楽所雅亮会による「特別公
演　篝の舞楽」を開催することとなった。
　シンポジウム開催にあたって、基調講演をされる
センター長・髙橋隆博氏およびパネリスト・森まゆ
み氏、Andrew Gerstle氏、小野功龍氏、特別ゲス
トパネラー・笑福亭仁智氏と連絡を取り、使用され
るスライドの処理作業や当日の時間配分など、数回
にわたる打ち合わせをおこなった。また、シンポジ
ウムにて配布されるチラシを考案した。
　シンポジウムの基調講演に使用する映像のデータ
処理については、祭礼遺産研究プロジェクトR.A. 
内田が担当した。
Ⅴ．第３回NOCHS文化遺産学フォーラム準備
　今年度のNOCHS文化遺産学フォーラムは「まち
づくりと文化遺産」というテーマで開催した。
　まず、共催のりそな銀行大阪本社地域サポート部
りそな御堂筋ビジネスソリューションプラザプラン
ニングマネージャー・山田豊弘氏より当日使用する
会場にて設備の説明をしてもらった。また、「まち
づくり」というテーマにあわせて、当センターが収
蔵している牧村史陽氏旧蔵古写真のなかから昭和30
～40年代頃の大阪の街並みの写真を数点選び、生活
文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元・千葉・インタ
ーンシップ生角田歩氏とともに展示パネルを作成し
た。前日には、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海
とともに会場設営をおこなった。
　また、当日に司会を務める関係もあって、基調講
演の神野直彦氏、パネリストの川口良仁氏・土居年
樹氏・中村英雄氏・角知子氏と資料やデータをはじ
め当日のプレゼンテーションの時間配分について、
P.D.
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数回にわたる打ち合わせをおこなった。
　また、大阪府下にはまちづくりに関わっている
NPO法人が存在するが、今後大阪のまちづくりに
ついて議論を深めるため、活動状況や方針について
３～４団体に聞き取り調査を実施した。
Ⅵ．門真市歴史文化講座講演
　　─『鷺池家文書』の調査をふまえて─
　今年度は、門真市歴史民俗資料館より門真市歴史
文化講座にて報告をする機会をいただいた。門真市
所蔵の資料および現在、研究・調査活動を継続して
いる『鷺池家文書』を使用し、茨田郡士と大坂商人
の婚礼事情を調べ、近世大坂および周辺地域におけ
る食文化について比較した。
　この報告を起点として、今後は、近世大坂の食文
化および大坂商人の信用構築の仕方、権力との関係
などを『鷺池家文書』の調査・研究によって明らか
にしていく。
Ⅶ．出張
①山口県
＜日程＞３月23日～24日
＜調査先＞萩市・山口県立萩美術館・吉眉大賀記念
館・萩博物館調査（2005年度の調査活動であるが、
2005年度の年報には記載していなかったため、ここ
に記述しておく。）
　今回は、山口県立萩美術館や萩博物館における展
示とそれらの現代的建物がいかにして伝統的建造物
と調和を保ちながらまちづくりがおこなわれている
のかを中心に調査した。
　近世城下町の「文化遺産」が色濃く残されている
萩市は、「はぎ町中博物館」が企画されており、町
中の人びとが総力をあげて城下町景観と観光客誘致
に向けて尽力していた。しかし、そのため道路拡張
が許されなかったり、景観維持費に莫大な費用がか
かったり、「文化遺産」を守る地域住民への不利益
は否めないことを感じた。
　今回の調査では、「文化遺産」そのもののみなら
ず、それが保持されるための困難や人びとの努力の
軌跡についても焦点をあてなければならないことを
あらためて考えた。
②東京都
＜日程＞10月２日～３日
＜調査先＞国立史料館・東京大学大学院経済学研究
科・経済学部教授神野直彦氏研究室
　東京都国立史料館にて、近世期の阿波から大坂に
出荷される藍玉や白砂糖類が記された帳簿類の調査
をおこなった。これまで近世期大坂市場を周辺地域
より研究してきたが、その研究成果を活かしつつ、
今後はセンターの資料を用いながら、近世期「大坂
市場」の実態について調査・研究をすすめていきた
い。
　つづいて、藪田貫総括プロジェクトリーダーとと
もに『谷中根津千駄木』編集者で作家の森まゆみ氏
に面会し、10月28日の関西大学120周年記念行事シ
ンポジウム「日本のなかの大阪文化遺産」のコンセ
プトと同日に開催される外部評価委員会の日程など
について相談した。 
　翌日、来る11月25日の第３回文化遺産学フォーラ
ムの基調講演を依頼している東京大学大学院経済学
研究科・経済学部教授の神野直彦氏に、当日の相談
も兼ねて面会した。
　神野氏は、まちづくりについて、インフラ整備
をするにしても、そこには、「人」ではなく「自然」
が景観をつくるという考えのもと、地域社会や都市
再生を考えるときにも、市場優先ではなく、人が主
体となった未来づくりが必要であることを強く説い
ていた。
Ⅷ．P.D.・R.A.会議の実施
　センターの調査・研究活動を具体化し、準備作業
を円滑にすすめるため、P.D.・R.A.会議を実施して
いる。今年度は、計９回にわたる会議を実施した。
特に調査・研究活動や研究行事が多岐にわたったた
め、P.D.および各プロジェクト間の情報交換や研究
行事における役割分担など、事前に打ち合わせをす
る作業に多くの時間を要した。
Ⅸ．ホームページの充実
　今年度は、調査・活動状況にともないホームペー
ジをより充実したものにするため、生活文化遺産研
究プロジェクトR.A.宮元とともに、センターのホー
ムページのデザインや掲載情報などを考案し、業者
委託にて作成をすることが決定した。
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月　日 活　　動　　内　　容
３月10日 大阪天満宮「梅を描いた引札展」調査（R.A.内海／学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本）
３月24日 大阪市史編纂所訪問（統括プロジェクトリーダー藪田貫／R.A.内海）
３月24日～25日 国立歴史民俗博物館　明治大学図書館　神社資料関連の調査（黒田）
４月２日 玉造稲荷神社「なにわ伝統野菜市」視察（P.D.森本／R.A.内海）
４月11日 叡福寺　大乗会式調査（R.A.内田）
４月22日 四天王寺　聖霊会調査
４月25日 大阪府庁　宗教行政文書調査（大谷／R.A.内田）
５月２日 住吉大社　卯之葉神事調査（R.A.内海）
５月13日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」
５月25日 京都国立博物館　特別展「大絵巻展」視察（R.A.内田）
６月１日 大阪府庁　宗教行政文書調査（R.A.内田）
６月４日 芸能史研究会大会聴講（R.A.内海／学芸遺産研究プロジェクトR.A.松本）
６月24日 第３回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂の学芸」（R.A.内海報告）
７月１日 第１回研究例会
７月12日 関西大学ミュージアム講座　近江晴子「天神祭の歴史とみどころ」
７月14日 大阪・堀川めぐり（R.A.内海資料作成）
８月４日 四天王寺　篝の舞楽
９月８日 国立民族学博物館図書室　神社資料関連の調査（黒田）
９月12日 「大阪ブランドサミット」の準備として法楽寺　田辺大根調査（P.D.森本／R.A.内海）
９月13日 大阪市立北恩加島小学校　勝間南瓜の調理実習視察（R.A.内海）「大阪ブランドサミット」の準備
として阿倍王子神社・天王寺蕪調査（R.A.内海）生根神社・勝間南瓜調査（P.D.森本／R.A.内海）
９月16日 岸和田市　だんじり祭調査（R.A.内海）
９月25日 「大阪ブランドサミット」にて展示資料拝借のため大阪天満宮文化研究所出張（P.D.森本／R.A.内海）
９月27～28日 東京大学史料編纂所所蔵「竹垣直道御代官日記　一～四」調査（R.A.内海、学芸遺産研究プロジェ
クトに同行）
10月８日 長野神社　松明神事調査（黒田）
10月８日 四天王寺宝物館　特別展「近世の聖徳太子信仰」視察（R.A.内田）
10月12日 大阪市立北恩加島小学校　４年生校外学習説明補助員として参加（P.D.森本／R.A.内海／R.A.内
田／R.A.宮元）
10月14日 地域連携企画第二弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」
10月20日 芦屋市立美術博物館・連続講座参加　肥田晧三氏「大坂四条派雑感」聴講（R.A.内海／学芸遺
産研究プロジェクトR.A.松本）
10月25日 大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭礼」
10月28日 関西大学創立120周年記念行事　シンポジウム「日本の中の大阪文化遺産」、「篝の舞楽」（天王
寺楽所雅亮会）
10月29日 八尾市立歴史民俗資料館　特別展「聖徳太子―伝説のなかの八尾―」視察（R.A.内田）
11月10～11日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書３　神社を中心とする村落生活調査報告㈠大阪府』出版準備合
宿　関西大学飛鳥文化研究所
11月15日 「大阪ブランドサミット」資料返却のため大阪天満宮文化研究所出張（P.D.森本、R.A.内海）
11月16日 関西大学創立120周年記念講演会 中谷伸生氏「大坂画壇の絵画」聴講（R.A.内海／学芸遺産研究
プロジェクトR.A.松本）
11月18日 第２回ワークショップ「お茶と茶釜」
11月25日 第３回文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」
12月５日～７日 韓国文化遺産視察
１月12日 第２回研究例会
１月19日 第４回NOCHSレクチャーシリーズ「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」
１月27日 天満天神繁昌亭視察（R.A.内海）
１月31日 P.D.・R.A.のための文章講座①
２月14日 P.D.・R.A.のための文章講座②
２月15日 大阪市立北恩加島小学校　伝統野菜の調理実習、「伝統野菜ファイナル」視察
２月26日 大阪天満宮所蔵史料調査（総括プロジェクトリーダー藪田貫、R.A.内海）
３月８日 大阪市史編纂所訪問（黒田／R.A.内海）
３月10～11日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書　神社を中心とする村落生活調査報告（２）』出版準備合宿
３月15日 部落解放同盟大阪府連合会加島支部訪問（『なにわ・大阪文化遺産学叢書３　神社を中心とする
村落生活調査報告（一）大阪府』について打ち合わせ）（藪田／黒田）
３月24～26日 山口県文書館・島根県津和野町出張（R.A.内海）
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書３　神社を中心とする村落生活調査報告㈠大阪府』出版
３月末現在
祭礼遺産研究プロジェクト活動一覧
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Ⅰ．研究例会
①第１回例会　７月１日（土）　参加者17名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階
文化遺産実習・展示室
　藤井　裕之（研究員）
　　「異形のはきもの」
　祭りの中では、さまざまな日常生活用具に特別な
意味を持たせて儀礼をおこなうことがある。2006年
度の第１回研究例会では、祭りの儀礼で使用される
履きものをテーマとして、藤井裕之（研究員）が報
告をおこなった。
　履きものは、本来、足の汚れを防ぐため、防寒の
ためなど実用的な用途、あるいは服飾の一部として
装飾的な用途を持つものであるが、祭りの儀礼で用
いられる履きものには、そういった機能面からは説
明しがたい事例がみられる。藤井報告では、これら
の「非実用的な履きもの」について、大阪の事例を
中心に考察を進めた。
　藤井報告では、祭りの儀礼におけるこれら「非実
用的な履きもの」は３種類に大別され、それぞれ、
①司祭者が履いて神事を行うもの、②集落や家の境
界に設置して悪霊の侵入を防ぐもの、③祭祀の対象
として供えるもの、と位置づけられる。
　また、これらの「非実用的な履きもの」の多くは、
踵部分が環状であったり、魚の尻尾のような形であ
ったりするなど、一般的な履きものとは異なった形
状を持つ。藤井報告では、そうした履きものを写真
画像を提示しながら紹介し、神や稚児など、祭りの
儀礼における聖なる存在を保護するためのものであ
ったり、神を送り迎えする象徴としての意味を持つ
ことを述べた。
②第２回例会　１月12日（金）参加者20名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階
文化遺産実習・展示室
　内田　吉哉（R.A.）
　　「大阪府下の神社合祀に関する新聞記事調査」
　和住　香織（関西大学大学院博士課程前期課程）
　　「明治後期の大阪の神社」
　大阪府下における神社合祀の実態解明のため、
2005年度以来、明治末期の新聞記事調査を実施して
きたが、この調査に基づき、報告をおこなった。
　内田報告では、近代の大阪において、神社がどの
ように変貌したのかを調査する必要性を指摘し、新
聞記事調査の意義を述べた。また、新聞記事には、
現在ではおこなわれていない神社行事の記述がみら
れることから、失われた文化遺産の記録としても注
目すべきであると指摘した。
　続く和住報告は、明治後期の新聞記事に、神社合
併・移転・正遷宮・合祀・迷信を批判する記事な
ど、多様な記事がみられることを紹介した。また、
大阪府庁所有の宗教行政資料には、明治から昭和初
期にいたる神社・寺院の明細帳、土地台帳が含まれ、
新聞記事とともに、合祀の実態や、神社の変貌が把
握できる資料として指摘した。
Ⅱ．NOCHSレクチャーシリーズ
　今年度は、祭礼遺産研究プロジェクトの企画によ
るレクチャーシリーズはおこなわなかった。
Ⅲ．調査・研究
①大阪市史編纂所津田秀夫文庫所蔵
　『神社を中心とする村落生活調査報告』
　2005年度に大阪市史料編纂所津田秀夫文庫から借
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用した『神社を中心とする村落生活調査報告』を
PDF化し、調査・翻刻・出版準備作業を進めた。
同書の内訳は、大阪府４冊、兵庫県２冊である。
　今年度は６月から９月まで、大学院生のアルバイ
トを雇用し、資料の翻刻をおこなった。また並行し
て資料の読み合わせ作業をおこない、特に11月には
合宿を実施し、出版作業を進めた。その成果として
大阪市と大阪府三島郡・豊能郡の２冊分を翻刻し、
『なにわ・大阪文化遺産学叢書３』として刊行した。
残る河内・和泉地域と兵庫県についても現在翻刻作
業中である。
②大阪府神社合祀調査
　2005年度に引き続き、明治時代末期の大阪府下で
おこなわれた神社合祀に関する調査を実施した。調
査内容としては、大学院生を調査員としてアルバイ
ト雇用し、新聞記事の悉皆調査を行った。調査対象
とした新聞は『大阪朝日新聞』と『大阪毎日新聞』で、
現在までに調査を終えた範囲は、『大阪朝日新聞』
が明治39（1906）年４月１日から明治41（1908）年
12月31日まで、『大阪毎日新聞』が明治39（1906）
年から明治41（1908）年６月30日までである。なお、
大阪府下における神社合祀は、明治44（1911）年頃
まで頻繁に行われているため、新聞記事調査の範囲
も、これにあわせて明治末年までをカバーする必要
があり、次年度も継続して調査を行う予定である。
　また、今年度の調査活動において、調査員の協力に
より、大阪府庁に、明治12（1879）年の作成になる、
宗教行政文書が所蔵されていることが確認され、閲覧
させていただく機会を得た。この文書は、近代の大阪
府下の宗教行政に関する根幹的な資料であり、これを
調査研究することによって、大阪府における神社合祀
の実態が一層明らかになることが期待される。
③天神祭資料調査
　研究員の近江晴子を中心に、天神祭の史料調査を
実施している。近世から現代にいたる天神祭に関す
る資料を、大阪天満宮所蔵の記録などから収集し、
翻刻・出版する予定である。
④祭礼調査
　叡福寺大乗会式　４月11日
　大阪府太子町にある叡福寺で行われる大乗会式の
調査を実施した。大乗会式は聖徳太子の年忌法要と
して毎年４月11日、12日におこなわれる。今回は４
月11日のみを調査した。
　聖徳太子の年忌法要としては、毎年４月22日にお
こなわれる四天王寺聖霊会が有名であり、石舞台で
催される舞楽には多くの観客が詰め掛ける。叡福寺
の大乗会式では、楽人による演奏のみがおこなわれ
るだけで、舞人は登場しない。
　11日の法要では、金堂内で表白・神分を唱えたの
ち、聖霊殿の前で読経と「南無観音化身上宮太子」
という題目をとなえ、次に聖徳太子御廟へ向かう。
廟前でも読経と「南無日本教主聖徳法王」という題
目を唱える。その後、真言をとなえて法要は終了し、
楽人を先頭に参拝者にぜんざいがふるまわれる。
　住吉大社　卯之葉神事　５月２日
　住吉大社の卯之葉神事でおこなわれる舞楽を見学
した。卯之葉神事は、毎年５月最初の卯の日におこ
なわれる。神功皇后が住吉の地に鎮座した神功摂政
11年卯月卯の日にちなんだものである。住吉大社と
天王寺楽所との繋がりは古く、『住吉名所図会』には、
大乗会の際、四天王寺から伶人を招いて、舞楽をお
こなったという記述がみられる。この日は、天王寺
楽所雅亮会により、振鉾・仁和楽・春庭花・貴徳の
四曲の舞楽が奉納された。
　岸和田市　だんじり祭　９月16日
　岸和田市のだんじり祭は、例年９月15日、16日に
実施されていたが、祝日法の改正にともなう祝日移
動のため、今年から休日にあわせた開催となった。
調査を実施した春木地区では、16日にパレード（曳
行）、17日に弥栄神社への宮入りがおこなわれた。
　16日は、午前９時頃、各町のだんじりが南海電鉄
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春木駅前に集合し、９時半から曳行がスタートした。
13台のだんじりが街中を駆け抜けた。道幅がせまく、
旧家が残る紀州街道でのだんじりのすれ違い、辻で
のやりまわしが見せ場となっていた。
Ⅳ．その他
①大阪ブランドサミット　10月25日（水）
　於：グランキューブ大阪（大阪国際会議場10階）
　大阪ブランドコミッティが主催する大阪ブランド
サミットが開催された。水都・ロボット・伝統芸能
など、「大阪ブランド」の研究に取り組んだ15の団
体が集結し、その研究成果を披露した。当センター
からは「祭礼パネル」の部門で、「大阪の四季を彩
る祭礼」と題したアピールイベントをおこなった。
この催しへの参加は、2005年度以来、総括プロジェ
クトリーダーの藪田貫が中心となり、祭礼遺産研究
プロジェクトの調査を基にした報告書作成で、主催
者の活動に連携しているためである。
　アピールイベントの第１部では、研究員の黒田一
充が、大阪の祭礼について講演し、第２部では四天
王寺の聖霊会舞楽大法要と天神祭を映像で紹介し
た。特に、第１部の黒田報告では、祭りの画像を提
示しながら、大阪府下でおこなわれる一年間の祭礼
について解説し、各地でおこなわれる多様な祭りを、
大阪の貴重な文化資源としてアピールした。
　来場者にお祭りの雰囲気を味わっていただくた
め、会場の設置にも工夫を凝らした。会場前に幟を
設置し、ドアには門幕を張った。また、会場内には、
大阪の祭礼地図、聖霊会や天神祭を解説したパネル、
なにわの伝統野菜と祭りに関するパネルを展示し
た。さらに、伝統野菜の復活を支える関係者の協力
により、加工食品の展示・試食をおこない、参加者
の関心を高めることができた。なお、参加者には大
阪府下の夏祭りカレンダー2006年版を配布した。
②「大阪の夏祭りカレンダー」2006年版の作成
　大阪ブランドサミットへの参加にともない、当日
配布する資料として、「大阪の夏祭りカレンダー」
の2006年版をA3版カラー印刷にて作成した。昨今
は、祭りの日程が土曜・日曜・祝日に設定される例
もあり、さらに、祝日に行われる祭りの場合は、祝
日法の改正によるハッピーマンデーの制定によっ
て、毎年祝日の日付が変化する。このように、毎年
祭りの日程が同じでないため、昨年度においても同
様のカレンダーを作成したが、大阪ブランドサミッ
トに際して、新たに2006年版を作成する必要があっ
た。
　大阪の夏祭りは、その幕開けとされる愛染祭（大
阪市天王寺区・勝鬘院）から、掉尾の住吉祭（大阪
市住吉区・住吉大社）まで、およそ１か月にわたっ
て連日どこかの寺社でおこなわれている。それらの
中から、大阪市内を中心として、できるだけ特徴の
ある儀礼や行事をともなう祭りを選択して「大阪の
夏祭りカレンダー」を作成した。カレンダーの中に
は、祭りが記載されない空き日もあるが、そうした
日にち欄には、祭りの雰囲気を視覚的に理解する参
考となるよう、夏祭りの写真を挿入した。
③「大阪の四季を彩る祭礼」映像資料作成
　大阪ブランドサミットにおける、黒田一充報告の
映像資料を作成した。これまでに調査した祭礼、約
50件の写真をプレゼンテーションソフトで編集し、
映像化した。
④関西大学ミュージアム講座「なにわの文化遺産」
　７月12日（水）
　於： 関西大学第一高等学校・第一中学校　親和館
親和ホール
　近江　晴子（研究員）
　　「天神祭の歴史とみどころ」
　関西大学博物館が主催する関西大学ミュージアム
講座において、近江晴子研究員が、上記の論題で講
演をおこなった。
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月　日 活　　動　　内　　容
３月８日 第２回八尾市植田家民具調査
３月23日 第１回X線透過撮影装置説明会
４月24日～26日 エックス線作業主任者受験準備講習会
５月20日 八尾市植田家河内木綿調査
５月21日 関西大学教育後援会・センターの活動紹介（生活文化遺産研究プロジェクトR.A.宮元／歴史資
料遺産研究プロジェクトR.A.櫻木／P.D森本）
５月22日 第３回八尾市植田家民具調査
５月29日 第４回八尾市植田家民具調査
６月13日 大阪錫器調査
６月20日 第５回八尾市植田家民具調査
６月24日 OCR「文化財と情報」シンポジウム「文化財データの発信と活用」（於大手前大学）に参加
７月３日 保存処理分析作業室運営会議
７月４日 第６回八尾市植田家民具調査
７月10日～12日 道明寺天満宮夏祭り調査のための予備調査
７月17日 道明寺天満宮夏祭り調査
７月22日 第２回X線透過撮影装置説明会
７月23日～25日 道明寺天満宮夏祭り調査
７月29日 第１回研究例会
７月31日 道明寺天満宮宝物調査事前打合せ（於道明寺天満宮）
８月３日 第１回道明寺天満宮宝物調査
８月７日 道明寺天満宮宝物調査（本殿神器調査及び写真撮影）
８月10日 質量分析器・粒度分析器説明会
８月25日・27日 道明寺天満宮西宮スキャニング調査
９月３日 八尾市立歴史民俗資料館所蔵辻合コレクション河内木綿調査
９月12日 第７回八尾市植田家民具調査
９月19日 第２回道明寺天満宮宝物調査（軸物の調査及び撮影）
９月30日 八尾市歴史民俗資料館講座講演
10月12日 大阪市立北恩加島小学校４年生校外学習の説明補助員として同行
10月14日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」
10月26日 第３回道明寺天満宮宝物調査（宝物殿所蔵資料の撮影）
10月30日 第３回NOCHS文化遺産フォーラムパネル用写真撮影
11月５日 上町台地お散歩ツアーの企画・実行
11月９日 福原宗寿宗匠と第２回ワークショップの打合せ
11月10日 第８回八尾市植田家民具調査
11月10日 角谷工房訪問・角谷征一氏と第２回ワークショップの打合せ
第９回八尾市植田家民具調査
11月18日 第２回ワークショップ「お茶と茶釜～千里庵へのいざない～」開催
11月20日 保存処理分析作業室運営会議
11月22日 大阪錫器調査（ろくろ挽き工程の記録及び資料撮影）
11月28日 大阪錫器調査（焼き継ぎ工程の記録）
11月29日 第10回八尾市植田家民具調査
11月30日 藤井寺市史（写真借受手続き）
12月２日 史学・地理学大会において「大阪府の二，三の考古遺跡から得られた無層理代積層のX線像」「粒
度分析のためのレーザー回折法とピペット法の比較」発表
12月４日 脱塩実験準備（於元興寺文化財研究所保存科学センター）
12月５日～７日 韓国文化遺産視察
12月８日 藤井寺市立図書館（借受写真選択）
12月11日～13日 第１回脱塩実験
12月12日 大阪錫器調査（絵付・腐らし工程の記録）
12月17日 「吹田くわい連続講座 第２回」に参加
12月18日 大阪錫器調査に関する打合せ
12月19日 藤井寺市立図書館（写真借受）
12月20日 道明寺天満宮初詣調査打合せ
12月22日 道明寺天満宮宝物調査
生活文化遺産研究プロジェクト活動一覧
─ 153 ─
12月23日～30日 道明寺天満宮初詣調査準備
12月31日～
１月３日 道明寺天満宮初詣調査
１月９日～12日 第２回脱塩実験
１月13日 第２回研究例会
１月17日 道明寺天満宮所蔵漆製品のX線撮影
２月５日 『道明寺天満宮宝物選』打合せ（於道明寺天満宮）
２月８日 東大阪市・植田家見学
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書４道明寺天満宮宝物選』発刊
３月末現在
月　　日 活　　動　　内　　容
３月23日 第1回Ｘ線透過撮影装置説明会
４月24日～26日 エックス線作業主任者受験準備講習会
６月１日 エックス線作業主任者資格取得（生活文化遺産研究プロジェクトR.A.千葉）
７月３日 保存処理分析作業室運営会議
７月22日 第2回Ｘ線透過撮影装置説明会
８月８日 乙種第4類危険物取扱者資格取得（生活文化遺産研究プロジェクトR.A.千葉）
８月10日 質量分析器・粒度分析器説明会
９月11日 池島遺跡土層Ｘ線撮影
９月14日・15日 粒度分析装置テスト
９月19日 インド、ヒンドスタン平原氾濫原堆積物の粒度分析
９月22日 インド、ヒンドスタン平原氾濫原堆積物の粒度分析
９月25日 桑原遺跡土層Ｘ線撮影
９月30日 桑原遺跡・三宅西遺跡・池島遺跡土層Ｘ線撮影
11月６日 桑原遺跡・三宅西遺跡・池島遺跡土層Ｘ線撮影
11月20日 保存処理分析作業室運営会議
11月29日 桑原遺跡・池島遺跡採取試料の粒度分析
12月２日 史学・地理学大会において「大阪府の二，三の考古遺跡から得られた無層理代積層のＸ線像」「粒
度分析のためのレーザー回折法とピペット法の比較」発表
12月４日 脱塩実験準備（於元興寺文化財研究所保存科学センター）
12月11日～13日 第1回脱塩実験
12月22日 桑原遺跡・池島遺跡・能勢青少年センター付近採取火山灰試料の粒度分析
12月25日 能勢青少年センター付近土層Ｘ線撮影
１月９日～12日 第2回脱塩実験
１月13日 第2回生活文化遺産学研究プロジェクト研究例会において川本耕三氏・尼子奈美枝氏・木庭元晴
氏が保存処理分析作業室に関わる成果などを報告
１月17日 道明寺天満宮所蔵漆製品のＸ線撮影
３月末現在
保存処理分析作業室
活動一覧
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Ⅰ．研究例会
①第１回例会　７月29日（土）参加者　39名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター１階 
文化遺産実習・展示室
　森隆男（研究員）
　　「モノづくりの今」
　現在のモノづくり事情に
ついて、いくつかの例を挙
げながら述べられた。東大
阪宇宙開発協同組合が取り
組んでいる「まいど１号」
は中小企業が主体となり、
その技術をもって人工衛星
を打ち上げることで、町工場の高い技術力をアピー
ルするとともに、後継者不足などの危機を社会に知
ってもらうきっかけにもなっているそうだ。そのほ
かにも、自動車生産現場での技術継承やマイスター
制度などが話題にあがった。
　吉田晶子（研究員）
　　「大阪の鋳物業─近代化以前の職種と技術─」
　大阪における近世の鋳物
師と真継家との関係につい
て笹本正治氏の「真継家配
下鋳物師人名録」を基礎に、
大阪府を河内国、和泉国、
摂津国（在郷）、大阪市中
の４地域に分け、それぞれ
の鋳物師の居住地や人数、真継家との関係、職分の
相違などを比較し、職能集団である鋳物師としての
共通性と地域差について考察された。今後は製品、
工房へのアプローチから都市の鋳物業の復元をめざ
す。
②第２回例会　１月13日（土）参加者　24名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター１階 
文化遺産実習・展示室
　当センターには保存処理分析作業室が設置されて
いる。そこで今回の例会では保存処理及び分析に関
する発表を以下の方がたにしていただいた。
　尼子奈美枝氏（研究協力者）
　　「出土金属製品の保存処理」
　川本耕三氏（研究協力者）
　　 「関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センタ
ーでの金属器保存処理～保
存科学について」
　まず、尼子氏から元興寺
文化財研究所で行なわれて
いる金属器保存処理の方法
の紹介がなされ、かかる工
程ひとつひとつの説明がな
された。保存処理工程のなかで元興寺文化財研究で
の方法と当センターで行なう方
法で異なる点は脱塩処理工程で
ある。そこで、川本氏からその
違い、元興寺文化財研究所で行
なっているアルカリ水溶液含浸
法と当センターで行なう高温高
圧法について両者の長所、短所
についての説明がなされた。また、当センターで行
った２回の脱塩実験の報告がなされた。さらに、文
化財の分析や文化財の保存環境についての報告も行
なわれた。
　木庭元晴氏（研究協力者）
　　 「無層理未固結堆積物の堆積環境復元─レーザ
ー回折法による粒度分析法とX線像から─」
　大阪府下の遺跡、池島遺
跡・桑原遺跡で採取された無
層理未固結堆積物から堆積環
境を復元するためにX線像と
粒度分析器によるレーザー回
折での分析を行なった結果報
告がなされた。X線像ではそ
れぞれ見た目には確認できない層理を捉えることが
できることがわかり、また粒度分析を利用すること
で人的擾乱を捉えることができるということであ
る。
　さらに、３氏の報告の後、実際に参加者に保存処
理分析作業室をみていただき、X線透過撮影装置の
撮影状況などをみていただいた。
Ⅱ．地域連携企画
　地域連携企画第２弾
生活文化遺産研究プロジェクト
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　　「八尾安中新田植田家の文化遺産」
　　※八尾市教育委員会と共催
　　10月14日（土）　参加者119名
　第１部は、植田家住宅の
現地説明会が行われた。植
田家は新田支配人を勤めて
いた家で、そこでは代官と
の連絡や、地域の人びとの
会合が行われていた。参加
者にはその当時の植田家を訪れた気持ちになって解
説を聞いていただき、訪問者によって通される部屋
や応対が違うことを体感していただいた。また、植
田家には数多くの神棚があり、様ざまな神様が祀ら
れていたことも併せて説明された。
　植田家改築の歴史を知る上で貴重な資料となる家
相図も数点が紹介された。家相図は改築を行う際に、
風水などの見地から吉凶禍福を占った結果が書き込
まれているものである。
　第２部は、八尾市・龍華
コミュニティセンターにお
いて、講演会を開催した。
ここでは八尾市立歴史民俗
資料館の李 熙連伊氏、当
センター総括プロジェクト
リーダーの藪田貫、八尾市文化財課長の岸本邦雄氏
が講演を行った。また、会場外の廊下には、関西大
学なにわ・大阪文化遺産学研究センターの活動パネ
ルを展示した。李氏は植田家に現存する河内木綿を
会場に展示し、資料解説を行い河内木綿の概要につ
いて述べた。資料のうち、幟３点については、意匠
も含めて詳しく解説した。この幟は今の鯉のぼりに
あたる節句幟で、二つつけられた家紋のうち、一つ
は送られる子どもの家の紋であり、もうひとつは送
り主の家の紋である。つまりは父方の紋と母方の紋
が入れられていると予想される。描かれている絵は
子どもに力強く健康に育って欲しいという願いが込
められているためか、中国の武将の絵やヤマタノオ
ロチ退治の絵など、勇壮なものが多いようである。
また、幟の「振り留」と呼ばれる部分には赤い布が
使われており、これは疱瘡除けや魔除けの意味を持
っているそうである。絵師の特定が今後の課題にな
るだろうとのことであった。
Ⅲ．ワークショップ
第２回ワークショップ
　「お茶と茶釜～千里庵へのいざない～」
　11月18日（土）　参加者41名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階
文化遺産実習・展示室
　　　 関西大学茶道部茶室「千里庵」
　第１部
　角谷征一氏（（社）日本工芸会正会員）
　　「茶湯釜のできるまで」
　角谷征一氏の父であり人
間国宝の角谷一圭氏による
茶湯釜製作工程の記録ビデ
オを観賞した後、征一氏に
よる講演が行われた。祖父
巳之助氏が鋳造業を始められたきっかけ、父一圭氏
の話や、茶湯釜の製作に関する話、さらに茶湯釜の
観賞のしかたや取り扱いなどの話をしていただい
た。また、当日は巳之助氏、一圭氏、そしてご本人
の作品や製作にかかわる道具などをお持ちくださっ
たのでそれを展示した。
　第２部
　福原宗寿宗匠（裏千家師範）・洗心会
　　「茶道体験」
　センター１階実習・展示室にて関西大学茶道部
OB会「洗心会」によるお点前の実演、福原宗寿宗
匠による解説が行なわれた。福原宗匠が一つ一つの
道具や所作について非常に分かりやすく解説してく
ださった。その後、参加者を２班（第１班は学生、
第２班は一般参加者と関係者）に分け、関西大学に
ある茶室「千里庵」へ移動して実際に茶道体験をし
ていただいた。茶道部の現役学生がお茶を立て、洗
心会の方が説明してくださった。体験終了後も学生
たちは熱心に質問している様子は印象的であった。
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Ⅳ．調査・研究
①植田家民具調査
　植田家旧蔵（八尾市文化財課
所蔵）の民具のうち、蔵に収蔵
されているものを中心に調査を
行った。この蔵には、主として
生活にかかわる器具が収蔵され
ていた。中でも特徴的であった
のは、膳や茶碗などが数多く残
っていることで、これはかつて同家が地域の人びと
が寄り合いを行う際に会所として使われていたこと
を裏づける資料となる。
　予定していた調査はすべて終了し、今後は作成し
た調書をもとに、データ入力していく作業が中心と
なると思われる。
　なお、本調査は昨年度から継続して行っていたも
のである。
②道明寺天満宮スキャニング調査
　７月10日から12日に24
日、25日に行なわれた道明
寺天満宮夏祭りの予備調査
を行った。この調査は「に
ぎわい調査」（下記③）の
バックグラウンドとなる参
道と屋台の位置関係を抑えるとともに、屋台の形状
を記録するためのものである。
　今回は2005年度に行われたスキャニング調査の不
備を確認し、再スキャニングを行うとともに、24日、
25日には屋台が立ち並ぶ参道及び屋台のスキャニン
グを行なった。また１月１日、２日には初詣に伴い
天寿殿前及び参道に立ち並んだ屋台について、スキ
ャニングを行なった。
　2005年度の調査ではバッテリーを用いてスキャニ
ングを行うと、機器の作動時間に制約があるという
点が問題として挙げられていたが、今回、ACアダ
プターを導入することでこの制約から解放され、よ
り詳細なデータを得ることに成功した。
③にぎわい調査
　にぎわい調査として道明寺天満宮において夏祭り
及び初詣の調査を行った。
　夏祭りの際には参道上にビデオカメラを設置し、
屋台と参道を俯瞰で撮影し
た。同時に、手持ちのカメ
ラで屋台の並ぶ参道を歩く
人の動きを撮影した。
　初詣の際には、屋台の並
ぶ参道上に単管を組み、約
５メートルごとにCCDカメラを設置。計11台を使
って夏祭り時よりも詳細に人の動きをビデオ撮影し
た。現在、撮影した映像の解析中である。
④道明寺天満宮宝物調査
　道明寺天満宮所蔵の宝物
について、写真撮影および
調書の作成を行った。道明
寺天満宮には国宝・重要文
化財を含む数多くの資料が
所蔵されている。この調査
は、『なにわ・大阪文化遺産学叢書４道明寺天満宮
宝物選』を作成するための下地となるものである。
　調査は古絵図・絵画・古文書・書跡・文学資料・
工芸・考古遺物・石造物・絵馬・巨木・釋奠祭につ
いて行われた。
⑤大阪錫器調査
　株式会社 大阪錫器（大阪市東住吉区田辺）にお
いて、錫器の製造に関する聞き取り調査及び技術記
録作成のための製造工程の調査を行った。また、工
房の状態を記録するため、略測図も作成した。
　聞き取りは大阪錫器会長の今井崇子氏および社長
の今井達昌氏（伝統工芸士）をインフォーマントと
して行い、錫器を製作する会社や職人のつながりに
ついて記録した。技術記録は「鋳込み」「ろくろ挽き」
「焼き継ぎ」「絵付」「腐らし」と呼ばれる工程につ
いて行った。
　鋳込みは湯と呼ばれる融
解させた錫の地金を鋳型に
流し込む工程であるが、錫
器の鋳造では鋳型が繰り返
し使われるのが特徴であ
る。焼き継ぎは鋳込んだ錫
器の部品どうしを接合する工程である。この工程で
は接合部分を熱した鏝を用いて溶接する。ろくろ挽
きについては聞き取りと併せてビデオ撮影を行った。
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絵付けおよび腐らしの作業工程については、伝統工
芸士の佐々木義隆氏にご協力いただき、聞き取りお
よびビデオ撮影を行った。絵付けは絵を描く工程。腐
らしは絵を描いた部分以外を梨地にする工程である。
　今後は「槌打ち」「ロウ付け」の作業工程記録を
とるとともに、大阪錫器に所蔵されている資料の調
査も行う予定である。
⑥河内木綿調査
　八尾市立歴史民俗資料館
学芸員の李 熙連伊氏とと
もに、植田家に現存する河
内木綿の調査を行い、調書
の作成及び写真撮影を行っ
た。同家には地域連携企画
の際に展示した幟のほかに、着物や布地が多数残っ
ており、河内木綿を研究する際のサンプルとして貴
重である。
　今回、特に重要と思われる資料（手紡ぎ糸で作ら
れたと思われるもの）については、デジタルマイク
ロスコープ（Keyence製VHX-200）を用い、25～
175倍の倍率で繊維の撮影も行った。この撮影デー
タから紡がれた木綿糸の太さを計測し、統計を取る
ことで、手紡ぎ糸と機械紡績糸の差異が数値上に現
れることが期待される。
　また、八尾市立歴史民俗資料館所蔵の辻合コレク
ションから『河内木綿譜』の調査を行なった。本調
査では通常のデジタルカメラによる接写だけでな
く、上記デジタルマイクロスコープを用いた撮影も
行い、繊維の計量的な研究を行う際に基礎となるで
あろうデータを蓄積した。
　同時に、李氏のご好意により、同資料館が栽培す
る河内木綿の綿摘みから、糸紡ぎまでを体験させて
いただくことができた。
⑦保存処理・分析
　金属器、特に鉄器の保存
処理を行なうにあたり、脱
塩処理に使用する溶剤を決
定するため、２回の脱塩実
験を行なった。脱塩とは金
属に含まれる錆の原因とな
る塩分を取り除くことである。脱塩処理の方法も
様々で、例えば元興寺文化財研究所ではアルカリ水
溶液に鉄製品を浸して、塩分を水溶液中に溶出させ
るアルカリ水溶液含浸法を採用している。当センタ
ーでは高温高圧法を用いる。これは鉄製品をインヒ
ビター（腐食抑制剤）に浸し、高温高圧をかけ、維
持することで水の粘度と表面張力が極度に低下し、
脱酸素された熱水がサビの内部に浸入して可溶性の
塩類を溶出させるという方法である。
　第１回脱塩実験では試料に鉄粉圧縮体を使用し
た。その作成は元興寺文化財研究所で行なった。イ
ンヒビターを表の要領で作成し、各溶剤に塩化物を
加えたものと加えないものの２パターン用意し、実
験を行なった。
　その結果、ホウ砂（四ホウ酸ナトリウム）がより
効果的であるという結果が得られた。これまでの報
告によるとBTA（ベンゾトリアゾール）にホウ砂
を加えたもの（表のｂ）が効果的であるとされてい
たが、以上の結果からホウ砂のみとする。
　第２回実験では、使用する溶剤の濃度による変化
を検討するために、試料に鉄粉圧縮体を使用し、ホ
ウ砂の濃度を変え、同様の実験を行なった。第１回
同様、塩化物を加えたものと加えないものを用意し
た。今後はさらに実験・分析を行い、保存処理作業
を進めていく予定である。
　また、Ｘ線透過撮影装置、粒度分析装置を使用し
た大阪府下の遺跡から採取した無層理堆積物の堆積
環境の復元的研究を行なった。Ｘ線撮影像は肉眼で
は確認できない層序が確認できた。今後も粒度分装
置による研究を併用し、継続して研究していく。粒
度分析装置については影山氏他が本年報にまとめら
れているので詳細はそちらを参照していただきた
い。また、道明寺天満宮のご協力のもと道明寺天満
宮所蔵漆製品のＸ線撮影を行なった。彫漆屈輪文合
子で蓋身ともにＴ字形の木地構造であることが確認
できた。Ｘ線撮影像は肉眼で確認できない部分の観
察に有効であり、今後はより有効な活用法について
も検討していく。
セスキカーボネート BTA ホウ砂 安息香酸Na
a 0.5％ － － －
b － 0.2％ 0.1％ －
c － 0.2％ － 0.1％
d － － 0.3％ －
e － － － 0.3％
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月　日 活　　動　　報　　告
３月10日 「梅を描いた引札展」調査（大阪天満宮）（松本、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海）
３月31日 北川博子編『なにわ・大阪文化遺産学叢書１　関西大学図書館蔵　上方役者絵画帖』発行
４月15日 特別展「ボストン美術館所蔵　肉筆浮世絵展　江戸の誘惑」・講演　調査（神戸市立博物館）
４月16日 企画展「大津絵の世界」調査（大津市歴史博物館）
４月22日 聖霊会調査（四天王寺）
４月24日
関西大学創立120周年記念事業　なにわ・大阪文化遺産学研究センター竣工記念特別展「インカ
への道　─アンデスの秘宝─」オープニングセレモニー・『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』、菅
楯彦画、藤沢南岳賛「猿田彦」公開
４月27日 「大坂代官竹垣直道日記」読み合わせ・校正作業開始（松本、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海）
４月28日 『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』調査（有坂）
５月13日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」
５月18日 企画展「近代池田の和歌と俳句」調査（池田市歴史民俗資料館）
５月22日 八尾市植田家資料搬出準備作業
５月29日 八尾市植田家資料搬出作業
６月３日 第１回研究例会・『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』公開
６月４日 第43回藝能史研究會大会調査（松本、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海）
６月24日 第３回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂の学芸」・『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』公開
７月４日 八尾市・植田家書籍関連調査
７月８日 第11回MKCRフォーラム「18世紀のビジュアル・カルチャー　─上方浮世絵の人物表現─」調
査（武庫川女子大学関西文化研究センター）
７月14日 大阪・堀川めぐり
７月18日 第33回『雅楽ゼミナール』調査（北御堂内　津村ホール）（松本、P.D.森本）
７月21日～22日 東京大学史料編纂所、国立公文書館内閣文庫、国立国会図書館調査（有坂）
８月４日 「篝の舞楽」調査（四天王寺）
８月11日 平成18年度中之島図書館百周年記念大阪資料・古典講座調査（松本）
９月７日～10月31日 鬼洞文庫一枚摺調査
９月12日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」会場下見・打ち合わせ
９月26日～28日 東京大学史料編纂所所蔵「竹垣直道御代官日記　一～四」調査（松本、祭礼遺産研究プロジェ
クトR.A.内海）
10月８日 「近世大坂画壇の特質」公開シンポジウム（芦屋市立美術博物館）
10月14日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」
10月20日 「大坂慕情　～なにわ四条派の系譜～」連続講座調査（芦屋市立美術博物館）（松本、祭礼遺産
研究プロジェクトR.A.内海）
10月25日 大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭礼」
10月28日 関西大学創立120周年記念行事：シンポジウム「日本のなかの大阪文化遺産」、「篝の舞楽」（天
王寺楽所雅亮会）
10月29日～30日 東京都立中央図書館、国立国会図書館調査（山本）
11月４日 木村蒹葭堂顕彰会講談・講演調査（大阪美術倶楽部）
11月12日 門真市歴史文化講座にて講演（松本）
11月16日 関西大学創立120周年記念展示「大坂画壇の絵画─文人画・戯画から長崎派・写生画へ─」記念
講演調査（松本、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海）
11月25日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」
12月４日 第２回研究例会
12月５日～７日 韓国文化遺産視察
１月15日～16日 松竹大谷図書館、早稲田大学演劇博物館調査（北川）
１月19日 第４回NOCHSレクチャーシリーズ「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」
１月26日 大阪市社会科教員研究会（講師：藪田、調査：松本）
１月31日 P.D.・R.A.のための文章講座①
２月14日 P.D.・R.A.のための文章講座②
３月１日 『Occasional Paper No.4 近世大坂の学芸』発行
３月31日 『なにわ・大阪文化遺産学叢書２　大坂代官竹垣直道日記（一）』発行
３月末現在
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Ⅰ．研究例会
①第１回例会　６月３日（土）参加者17名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階
文化遺産実習・展示室
　内海寧子（祭礼遺産研究プロジェクトR.A.）
　　「大坂代官竹垣直道の名所見物
　　　　─『代官竹垣直道日記』を読む─」
　有坂道子（研究員）
　　「伊勢長島藩主増山雪斎の文人交流
　　　　─『独楽園賀詞帖』に見る─」
　内海報告では、『なにわ・大阪文化遺産学叢書２』
として刊行する『大坂代官竹垣直道日記』（東京大
学史料編纂所蔵）を素材に報告した。特に名所見物
に焦点を当てて考察した。竹垣が行った見物先や、
代官の職務と名所見物の相関関係、見物先での竹垣
の趣味嗜好など、名所見物にかかわる行動の一端が
明らかになった。
　有坂報告では、平成17年度新収資料の『長島侯増
山雪斎独楽園賀詞帖』（以下賀詞帖）について報告
した。賀詞を贈った文人とその事跡の紹介、賀詞帖
に収められていない賀詞についての指摘、漢詩人市
河寛斎の曾孫である市河三陽の著書『市河寛斎先生』
に賀詞を見たとの記述があることから賀詞帖の成立
に関し言及した。
　また報告とともに、賀詞帖を展示した。
②第２回例会　12月４日（月）　参加者42名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階
文化遺産実習・展示室
　山本卓（研究員）
　　「上方浮世草子作者「都の錦」
　　　　 ─メディアとしての舌耕・書き本、　そし
て出版─」
　鶴崎裕雄（研究員）
　　「港の歴史と文化　─江口・神崎・大物─」
　山本報告では、上方の浮世草子作者である都の錦
について、年譜や著作『内侍所』の識語などから、
人物像をあぶり出した。都の錦が義士伝を広めるた
め、舌耕や写本を有効に活用していた様子を明らか
にした。
　鶴崎報告では、地域にかかわる文化や文学を研究
することを通して地域の特色を見出していく、地域
文化・地域文学論の有用性について言及した。
　その事例として神崎川の河港である江口、神崎、
大物を取り上げた。いずれの地域も古典作品の中に
登場することが多いことから、神崎川の特異性とし
て古典とのかかわりが深いことを指摘した。
Ⅱ．NOCHSレクチャーシリーズ
　第３回NOCHSレクチャーシリーズ
　　「近世大坂の学芸」
　６月24日（土）　参加者49名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター棟１階
文化遺産実習・展示室
　Andrew Gerstle氏
　 （ロンドン大学SOAS教授・国際日本文化研究セ
ンター研究員（2006年９月まで））
　　 「女形の身体を描く  
　─三ヶ津の浮世絵肉体表現を問う─」
　水田紀久氏
　（元関西大学教授・木村蒹葭堂顕彰会代表）
　　「同床同机　─増山雪斎侯と木村蒹葭堂─」
　今回のレクチャーシリーズでは、上方役者絵と平
学芸遺産研究プロジェクト
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成17年度新収資料『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』
を取り上げ、近世大坂の文化遺産を再評価すること
を開催趣旨とした。
　Gerstle報告では、上方役者絵画家である流光斎
如圭が描いた女形の人物表現を素材に、上方役者絵
の写実性がどこに由来するのか、江戸の役者絵との
相違について言及した。
　水田報告では、『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』
にかかわって、増山雪斎と木村蒹葭堂、それぞれの
人物像や２人の交流について講演した。
　また、『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』の展示・
公開とともに、有坂道子による釈文を配付した。
　講演記録として、『Occasional Paper No.4　近世
大坂の学芸』を発行した。
Ⅲ．「近世大坂画壇の特質」公開シンポジウム
　※芦屋市立美術博物館と共催
　10月８日（日）　参加者48名
　於：芦屋市立美術博物館
　基調講演：橋爪節也氏
　（大阪市立近代美術館建設準備室）
　パネリスト
　　有坂道子（研究員）
　　　「文人画家たちの交流
　　　　─木村蒹葭堂の周辺─」
　　北川博子（研究員）「大坂画壇と歌舞伎」
　司会：明尾圭造
　（歴史資料遺産研究プロジェクト研究員）
　当プロジェクトとしては、有坂道子と北川博子が
パネリストとして参加した。
　有坂は、福原五岳、桑山玉洲、野呂介石、十時梅
厓、浦上玉堂などの文人画家たちの交流の結節点と
なった木村蒹葭堂について報告した。
　北川は、上方役者絵や俳諧摺り物、流光斎や松光
斎などの絵師、そして上方歌舞伎研究の現状につい
て報告した。
Ⅳ．地域連携企画
　地域連携企画第２弾
　　「八尾安中新田植田家の文化遺産」
　　（旧植田家住宅現地調査報告会）
　※八尾市教育委員会と共催
　10月14日（土）参加者119名
　第１部　現地説明会（於：八尾市植田家）
　　森隆男（生活文化遺産研究プロジェクト研究員）
　第２部　講演会（於：龍華コミュニティセンター）
　　李熙連伊氏（八尾市立歴史民俗資料館学芸員）
　　　「植田家に伝わった河内木綿」
　　藪田貫（研究員）「植田家の人々と学芸」
　　八尾市文化財課「旧植田家住宅整備について」
　当プロジェクトとしては、藪田貫が、植田家所蔵
の書籍を素材に、植田家の人びとの学芸環境につい
て講演した。
　多数の漢籍、『庭訓往来』『商売往来』といった往
来物、『女大学宝箱』など、植田家でおこなわれて
いたと考えられる教育や、「懐徳堂祭典執行次第」
から見える大阪文化の復興の動きについて示唆し
た。
　また松本が準備作業として、９月12日に龍華コミ
ュニティセンターの下見ならびに八尾市文化財課岸
本邦雄氏との打ち合わせをおこなっている。
Ⅴ．調査
①鬼洞文庫一枚摺調査
　昨年度残したものについて、関西大学大学院生の
中尾和昇、清水敦子の協力を得、９月から調書を作
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成し、作業を完了した。入力作業については随時お
こなっている。
②東京大学史料編纂所蔵『大坂代官竹垣直道日記』
　今年度の成果として『なにわ・大阪文化遺産学叢
書２　大坂代官竹垣直道日記（一）』を発行するべく、
作業をおこなってきた。本書は天保11年から13年ま
での日記を収載し、３月末に発行した。
　４月から、松本、祭礼遺産研究プロジェクト
R.A.内海、関西大学大学院生の吉川潤、松永友和、
赤木怜志、榎隆敏、田中梓都美が校正作業をおこな
った。入力作業については、小林可奈の協力を得た。
　９月26日～28日には、松本と内海が東京大学史料
編纂所にて原本校正をおこなった。
　11月８日には編集に当たって、研究協力者前田成
雄氏より、助言を得た。
　当資料にかかわって、６月３日（土）の第１回研
究例会で、祭礼遺産研究プロジェクトR.A.内海寧子
が報告した。
③『長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖』
　４月22日の関西大学創立120周年記念事業　なに
わ・大阪文化遺産学研究センター竣工記念特別展
「インカへの道　─アンデスの秘宝─」オープニン
グセレモニー、６月３日の第１回研究例会、６月24
日の第３回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂
の学芸」で展示・公開した。
　また有坂道子が４月28日に当資料を調査し、６月
３日の第１回研究例会で報告をおこなった。第３回
NOCHSレクチャーシリーズでは、水田紀久氏が増
山雪斎と木村蒹葭堂の交遊について講演した。
④上方役者絵
　2006年３月発行の北川博子編『なにわ・大阪文化
遺産学叢書１　関西大学図書館所蔵　上方役者絵画
帖』にかかわって、第３回NOCHSレクチャーシリ
ーズで、Andrew Gerstle氏が講演した。
　また北川が、ボストン美術館、松竹大谷図書館、
早稲田大学演劇博物館などで上方役者絵に関する調
査を進めている。
⑤八尾市植田家　書籍調査
　植田家の土蔵および母屋にある書籍を当センター
に移管するため、植田家にて５月22日に資料搬出準
備作業、５月29日に資料搬出作業をおこなった。
　６月10日～15日のくん蒸作業の後、７月３日より
松本が詳細調査をおこなっている。
　また藪田貫が植田家の書籍を素材に地域連携企画
第２弾「八尾安中新田植田家の文化遺産」で報告し
た。
Ⅵ．その他
①菅楯彦画、藤沢南岳賛「猿田彦」公開
　４月22日、特別展「インカへの道　─アンデスの
秘宝─」オープニングセレモニーで展示・公開した。
　また藪田貫が、関西大学博物館彙報『阡陵』（No．
52）で当資料を紹介している。
②歴史文化講座「かどま　今昔」講演
　松本が、門真市が開催している
歴史文化講座「かどま　今昔」に
出講した。
　当センターで進めている大坂代
官竹垣直道日記の調査の紹介と、
大塩事件に参加したことで有名な
茨田郡士の書籍のうち、大塩平八
郎著の書籍に着目し、その特徴に
ついて報告した。
長島侯増山雪斎独楽園賀詞帖 猿田彦
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月　日 活　　動　　内　　容
３月14日～16日 東京・千葉出張調査（西本・櫻木）
３月 大阪府内市町村史収載史料の調査
４月22日 聖霊会見学（於：四天王寺　原田・櫻木）
５月３日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」の打ち合わせ（天王寺楽所雅亮会）
５月11日 第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」の最終打ち合わせ・舞台設置
５月13日 合同例会（研究員ミーティング）・第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」
５月21日 関西大学教育後援会（センターの活動紹介）
５月29日・30日 八尾市植田家資料搬出およびセンターへの搬入作業
６月24日 第３回NOCHSレクチャーシリーズ「近世大坂の学芸」
７月３日 八尾市植田家古文書調査打ち合わせ・芦屋市立美術博物館との共催シンポジウム打ち合わせ
７月６日・10日 創立120周年記念行事の会場下見
７月７日 第１回研究例会・研究員ミーティング
７月10日 関西大学ミュージアム講座（西本）
７月11日 関西大学ミュージアム講座（北川）
７月14日 大阪　堀川めぐり（浜野・櫻木）
７月24日 創立120周年記念行事「篝の舞楽」打ち合わせ（天王寺楽所雅亮会・学長課）
７月26日 藤井寺市立図書館出張調査（原田・櫻木）
７月31日～
　　　８月４日 八尾市植田家古文書調査
８月２日 篝の舞楽会場設営見学（於：四天王寺）
８月３日 道明寺天満宮出張調査（原田・櫻木）
８月４日 篝の舞楽見学（於：四天王寺）
８月25日 上方芸能まつりinミナミ2006　舞楽公演見学（櫻木）
９月25日 創立120周年記念行事「篝の舞楽」関係者全体打ち合わせ
10月８日 芦屋市立美術博物館公開シンポジウム「近世大坂画壇の特質」（明尾・櫻木）
10月14日 地域連携企画第２弾「八尾安中新田植田家と文化遺産」
10月17日～20日 八尾市植田家古文書調査
10月17日 創立120周年記念行事「篝の舞楽」について懇談（於：四天王寺本坊）
10月25日 創立120周年記念行事「篝の舞楽」会場決定会議
大阪ブランドサミット「大阪の四季を彩る祭礼」
10月26日 創立120周年記念行事リハーサル
10月28日 創立120周年記念行事「日本のなかの大阪文化遺産」・「篝の舞楽」
11月４日 関西大学創立120周年記念式典（特別公演「天王寺舞楽」）
11月17日 天王寺楽所雅亮会第40回雅楽公演会見学（櫻木）
11月18日 第２回ワークショップ「お茶と茶釜」
11月25日 第３回NOCHS文化遺産学フォーラム「まちづくりと文化遺産」
12月５日～７日 韓国文化遺産視察
12月20日 京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター第２回公開講座「仏教と雅楽」参加（櫻木）
12月22日 道明寺天満宮所蔵資料撮影
長期インターンシップ生実習報告会出席
１月１日～２日 道明寺天満宮スキャニング調査（櫻木）
１月19日 第４回NOCHSレクチャーシリーズ「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」・合同例会
１月26日 藤井寺市立図書館出張調査（櫻木）
１月31日・２月14日 P.D.・R.A.のための文章講座
２月19日～21日 関西大学博物館所蔵本山コレクション拓本写真撮影
２月26日 大坂城図屏風国際会議の会場下見（於：大阪商工会議所）
２月26日～
　　　３月16日 関西大学博物館所蔵本山コレクション拓本・文学部古文書室所蔵津田秀夫先生収集文書調査
３月７日～８日 沖縄出張調査（西本・櫻木）
３月末現在
歴史資料遺産研究プロジェクト活動一覧
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Ⅰ．研究例会
　第１回例会　７月７日（金）　参加者27名
　於： なにわ・大阪文化遺産学研究センター  
文化遺産実習・展示室
　南谷恵敬氏（四天王寺国際仏教大学教授）
　　「四天王寺の信仰と芸術」
　第１回研究例会では、研究協力者で四天王寺執事
の南谷氏に、古代から現在に至る四天王寺の信仰と
宝物についてご報告いただいた。平安時代から鎌倉
時代における四天王寺信仰についてのご報告は、創
建期に比べて研究の少ない時期だけに、今後、四天
王寺を研究する上で興味深い内容であった。
　例会後のミーティングでは、今後の四天王寺研究
の可能性について多くのご教示を得た。
　第２回例会
　今年度の第２回研究例会は、当プロジェクトの企
画となる第４回NOCHSレクチャーシリーズに充て
ることとなった。
Ⅱ．NOCHSレクチャーシリーズ
　第４回NOCHSレクチャーシリーズ
　「中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産」
　１月19日（金）　参加者39名
　於：なにわ・大阪文化遺産学研究センター
　　　文化遺産実習・展示室
　大澤研一氏（大阪歴史博物館学芸員）
　　 「地域のなかで寺院を考える 
 ―中世～近世の摂河泉を題材に―」
　冨坂　賢氏
　（独立行政法人国立博物館東京国立博物館）
　　「国指定文化財・歴史資料の現状と課題」
　第４回NOCHSレクチャーシリーズでは、大阪の
寺院史研究の動向や、当プロジェクトのテーマであ
る「歴史資料」について取り上げ、それぞれの分野
で活躍されている両氏をお招きした。
　大澤報告では、松尾寺（和泉市）などの具体的な
事例を用いて、中近世移行期から近世の寺院や社会
について分析し、地域史を考える切り口としての寺
院の重要性について述べられた。
　冨坂報告では、文化庁による「歴史資料部門」の
設置と国指定の推進についてのこれまでの取り組み
や、保存や修復など歴史資料が抱える今後の課題が
指摘された。
　第４回NOCHSレクチャーシリーズについては、来年度、
『NOCHS Occasional Paper』として刊行する予定である。
Ⅲ．調査・研究
①基礎的所在調査
　昨年度から引き続き『東京大学史料編纂所報』な
どを用いて所在調査を行うとともに、昨年度末には、
大阪府内の市町村史に収載されている資料について
歴史資料遺産研究プロジェクト
研究例会の様子
大澤研一氏
冨坂　賢氏
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の調査を行った。また、『なにわ・大阪文化遺産学
叢書４　道明寺天満宮宝物選』の刊行にむけて、『国
立歴史民俗博物館資料調査報告書12　情報資料研究
部　社寺境内図資料集成２　近畿・補遺』などで、
道明寺天満宮の関係資料について調査した。
②関西大学所蔵資料の調査
（１）本山コレクション「日本の部」拓本
　６月７日に、軸装分と未表装分についてセンター
内でくん蒸作業を行った。２月19日～21日には、軸
装分126点の写真撮影を業者に委託して行った。２
月下旬～３月中旬には、未調査の拓本を整理し、目
録を作成した。
　本山コレクション「日本の部」拓本は、来年度、『なにわ・
大阪文化遺産学叢書』として刊行する予定である。
（２）文学部古文書室所蔵津田秀夫先生収集文書
　津田秀夫先生収集文書のうち、中世文書を中心と
した38点について、調書の作成とデジタルカメラで
の撮影を行った。
③出張調査
（１）道明寺天満宮関連資料調査
『なにわ・大阪文化遺産学叢書４　道明寺天満宮宝
物選』の刊行のため、道明寺天満宮関連資料の出張
調査を行った。
　７月26日に、藤井寺市立図書館において、『藤井
寺市史』編さんの際に撮影された資料の写真を調査
し、８月３日に、道明寺天満宮において、昨年度は
未見であった古文書のほか、境内図などの絵図を調
査した。調査アルバイトの林圭一郎（関西大学大学
院博士課程後期課程）らと調書を作成し、写真撮影
を行った。調査終了後には、道明寺天満宮周辺の現
地調査も行った。
　二度の調査の結果にもとづいて、12月22日に道明
寺天満宮で、生活文化遺産研究プロジェクトR.A.の
宮元と未撮影の資料について写真撮影を行った。
　また、R.A.櫻木は、１月１日～２日にかけて行わ
れた生活文化遺産研究プロジェクトの道明寺天満宮
境内のスキャニング調査に調査補助として加わっ
た。
（２）東京・千葉の所蔵機関調査
　①基礎的所在調査にもとづいて、2005年３月14日
～16日に、国立公文書館内閣文庫・（財）石川文化
事業財団お茶の水図書館・大学共同利用機関　人間
文化研究機構　国立歴史民俗博物館において、『槇
尾山小縁起　附槇尾山大縁起』・『行基菩薩伝』・『和
泉国大鳥神社古文書』などの写本調査を行った。ま
た、祭礼遺産研究プロジェクトが進める『神社を中
心とする村落生活調査報告』に関連して、『全国神
社明細帳』の大阪府分を閲覧した。
　Ⅲ．調査・研究には、2005年度分の調査報告を含んで
いるが、『なにわ・大阪文化遺産学研究センター2005』で
は2005年２月末までの調査報告を掲載したので、本年報
において報告した。
④その他
（１）八尾市植田家古文書調査
　八尾市教育委員会が進める同市植田家所蔵の資料
調査に関して、浜野潔研究員が古文書調査の進め方
などの助言を行った。
Ⅳ．その他
①関西大学ミュージアム講座
　７月10日　西本昌弘「行基と難波津」
　７月11日　北川　央「大坂城の歴史と謎・伝説」
　於：関西大学第一高等学校・第一中学校
　　　親和館　親和ホール
　「なにわの文化遺産」を総合テーマとした平成18
年度の「関西大学ミュージアム講座」（主催：関西
大学博物館、関西大学エクステンション・リードセ
ンター）において、当プロジェクトの西本昌弘研究
員・北川央研究員が上記のタイトルで講演を行っ
拓本調査の様子
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た。
②芦屋市立美術博物館公開シンポジウム
　「近世大坂画壇の特質」
　当プロジェクトの明尾圭造研究員（芦屋市立美術
博物館）より、同館の「大坂慕情～なにわ四条派の
系譜～」（10月７日～11月19日）の開催期間中に、
公開シンポジウムをセンターと共催したいとの依頼
があった。協議の上、開催日を10月８日とし、パネ
リストには、橋爪節也氏（大阪市立近代美術館建設
準備室）、センターから学芸遺産研究プロジェクト
の北川博子研究員・有坂道子研究員とすることが決
められた。パネリストとの調整など準備・運営全般
は、明尾研究員が担当した。R.A.櫻木は、学芸遺産
研究プロジェクトR.A.松本と、当日の会場設営等に
携わった。
③第１回ワークショップ「天王寺舞楽の魅力」
　今年度から開催されたワークショップの第１回
「天王寺舞楽の魅力」の準備と運営は、P.D.森本と
R.A.櫻木で分担することとなり、チラシの作成など
の広報や当日の司会は森本が、天王寺楽所雅亮会や
業者との連絡・調整、当日の運営は櫻木が担当した。
　今回のワークショップでは、第２回NOCHSレク
チャーシリーズと同様、吹田市内の新聞折込でチラ
シを配布し、センター行事としてはじめての往復は
がきによる事前申し込み制を採った。
　また、当日の参加者に配布する「鑑賞のてびき」
（A4判10頁）を作成することとし、各プロジェクト
のR.A.が執筆し、櫻木が編集した。その内容と執筆
担当者は以下の通りである。
　舞楽（櫻木）
　天王寺楽所と雅亮会（櫻木）
　天王寺舞楽と聖霊会（内田・祭礼遺産）
　萬歳楽（櫻木）
　萬歳楽の楽器（内海・祭礼遺産）
　萬歳楽の装束（松本・学芸遺産）
　当初、萬歳楽の演舞は、センター前のなにわ広場
に設置された特設舞台での公演を予定していたが、
雨天のため、センターの文化遺産実習・展示室での
公演に変更された。
　ワークショップ開催にあたっては、四天王寺楽所
雅亮会の全面的な協力のもと、円滑に準備・運営を
進めることができた。特に、研究協力者で、雅亮会
理事長の小野功龍氏、理事の徳山耕一氏・中島仁氏
とは、緊密に連絡を取り合って準備を進めるととも
に、「鑑賞のてびき」の監修をしていただいた。
④関西大学創立120周年記念行事
　パネルディスカッション
　　「日本のなかの大阪文化遺産」
　特別公演「篝の舞楽」
　関西大学創立120周年記念式典
　　特別公演「天王寺舞楽」
　10月28日に開催された関西大学創立120周年記念
行事のうち、R.A.櫻木は、特別公演「篝の舞楽」に
ついての全般を担当した。本行事は関西大学との共
催であったため、学長課の川原哲夫氏・畠山勝代氏
らと緊密に連携を図りながら準備・運営を行った。
　吹田市内・豊中市内の新聞折込でチラシを配布す
るなどの広報を行い、往復はがきによる事前申し込
み制とし、1.289名の参加申し込みがあった。
　また、当日の参加者に配布する「鑑賞のてびき」
（A4判カラー４頁）を作成した。「鑑賞のてびき」は、
演目や天王寺楽所雅亮会について写真入りで解説し
たものである。
　今回も四天王寺楽所雅亮会の全面的な協力を得る
ことができた。雅亮会理事の徳山耕一氏・吉光信昭
氏・小野真氏とは、ワークショップと同様、打ち合
わせや会場の下見、「鑑賞のてびき」の監修など、
緊密な連絡を取り合いながら準備を進めた。
　また、「篝の舞楽」は、毎年８月４日に四天王寺
で執り行われる年中行事であることから、四天王寺
勧学部の柏原智覚氏・総務部の南條光輝氏に、当日
の運営に関する助言をいただいた。
　11月４日に開催された関西大学創立120周年記念
式典の特別公演「天王寺舞楽（萬歳楽）」に、
R.A.櫻木が協力した。協力の内容は、式典出席者に
配布する天王寺舞楽と萬歳楽の解説（A4カラー片
面刷り）の執筆および準備・当日の運営であった。
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研究センター日誌
2006年度会議報告
月　日 会　　議　　報　　告
４月５日 第１回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議
４月12日 第１回HQ会議
４月19日 第１回推進委員会
４月26日 第２回HQ会議
５月13日 第１回合同例会
５月24日 第３回HQ会議
５月31日 第２回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議
６月21日 第２回推進委員会
６月26日 第４回HQ会議
６月28日 第３回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議
７月12日 第５回HQ会議
７月14日 第４回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議
７月26日 第３回推進委員会
９月20日 第５回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議
10月４日 第６回HQ会議
10月18日 第４回推進委員会
10月19日 第６回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議
10月28日 第１回外部評価委員会
11月８日 第７回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議
11月22日 第７回HQ会議
12月13日 第１回リーダー会議
12月25日 第８回HQ会議
１月10日 第８回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議
１月17日 第５回推進委員会
１月19日 第２回合同例会議
３月14日 第９回HQ・P.D.・R.A.合同連絡会議
３月20日 第６回推進委員会
ＨＱは事務局の略
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研究センター日誌
長期インターンシップ実習
＜受入から報告会までの日程＞
　５月25日（木）面接
　６月８日（木）インターンシップ生会議
　６月22日（木）実習開始
　12月22日（金）実習報告会
＜受入担当研究員＞
　森　隆男（生活文化遺産研究プロジェクト研究員
／関西大学文学部教授）
＜2006年度インターンシップ実習生＞
　久保　智美氏（文学部総合人文学科３回生）
　吉富　覚子氏（文学部総合人文学科３回生）
　角田　歩氏（総合情報学部総合情報学科３回生）
①センターでの受入
　今年度より、当センターでは、長期インターンシ
ップ生を受け入れることとなった。受け入れ期間は、
６月～12月の半年間であった。
　当センターは、今にのこる大阪の文化遺産を調
査・研究し、その研究成果の地域社会への還元を目
的としている。したがって、インターンシップ生に
は、それぞれの地域において、景観も含めて歴史的
な遺産が人びとにどのように受け入れられているの
かを学んでもらうため、センター研究員主導で大阪
各地域への調査に同行したり、研究行事へ参加した
りすることを通じて、大阪の文化遺産に実際に触れ
る機会を提供した。そして、そこで研究員や自らが
調査し学んだことが研究センターにおいて、どのよ
うな形で成果として結実していくのかということを
一連の作業を通して理解できるように仕事をすすめ
てもらった。
　具体的な仕事内容としては、成果物の校正、研究
行事案内葉書や成果物の発送作業、研究行事の準備、
研究行事における来場者誘導・受付・カメラ・ビデ
オ撮影など、センターにてP.D.・R.A.が常時おこな
っている業務に携わってもらった。
　半年間の実習の成果をまとめた実習報告会では、
大阪の文化遺産については、必ずそれを支える人び
とがいて、保存・継承することの困難さを知ること
ができたということ、また、当センターにおける仕
事については、ひとつの大きな研究行事が多くの人
びとの協力と長期にわたる準備によって成り立つも
のであること、自分たちで仕事を見つけ、積極的に
やらなければならないことなど、実際の業務を通じ
て学んだことを報告した。
　受け入れ側であるセンターは、今年度の反省点を
活かして実習生が文化的事業に理解をもち、将来仕
事に就く上で目的意識をもって仕事ができるような
指導をするように努めたい。
＜主な仕事内容＞
　・研究行事の受付、誘導、資料配布
　・植田家民具調査
　・鬼洞文庫一枚摺調書入力
　・文化庁ホームページへの行事登録
　・NOCHSメールの作成
　・Occasional paperの校正作業
　・配送物の送付準備作業
　・研究行事の展示パネル作成
②インターンシップを終えて　─実習生の感想─
久保智美（文学部３回生）
　私は２回生の時にも学校インターンシップに行
き、そこで受動的ではなく能動的に動くことの大切
さを学んだ。この教訓を活かすべく、また、学校イ
ンターンシップとは違った経験をしてみたいと思
い、この関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究セン
ターのインターンシップに応募した。
　今回のインターンシップは私にとってとても新鮮
なもので、何よりも、とても身近な大阪とその周辺
の文化と歴史を学べた事が、歴史分野を学ぶ為に大
学に来た私には良いものとなった。１つのことをい
ろいろな視点から見る大切さを学ぶことができた。
吉富覚子（文学部３回生）
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　八尾市植田家の民具調査で普段みることや触れる
ことのない民具資料を調査したことは「インターン
シップなのに楽しんでいいのか？」と思ってしまう
ほどだった。ただ、受身の仕事をこなすだけで半年
間を過ごしてしまったことはとても悔やまれた。
　センターに携わる多くの人がひとつのことを熱心
に研究されている知識の深さを見て、私もひとつで
も、強みとなる知識を見つけて仕事がしたいと思っ
た。また、ワークショップやフォーラムを通して文
化遺産に少しでも興味を持ってもらう活動は、私が
企業で志望する職種が何かを気付かせてくれた。
角田歩（総合人間学部３回生）
　一番印象に残ったものは「お茶と茶釜」のワーク
ショップだ。私も茶道体験をさせていただけること
になり、初めて茶室に入っての茶道を経験すること
ができた。難しく厳しい作法で取っ付きにくいもの
と思っていた茶道が、正しい作法よりもその場の雰
囲気を楽しむことが重要との言葉でリラックスして
臨むことができた。
　私は普段高槻キャンパスへ通っているため、セン
ターのある千里山キャンパスに通う他のインターン
シップ生に比べて活動に参加できた時間が少なかっ
たことが心残りだが、色々な経験ができ、自分の欠
点や改善点に気付けた。
